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(57)【要約】
【課題】ユーザーを取り巻く環境因子の情報を好適に表
示する。
【解決手段】制御部５０１は、状態情報取得部５０４が
取得したユーザーの状態と、環境情報取得部５１６が取
得した環境因子の情報に基づいて、環境因子から受ける
影響を低減し又は増大するための行動へとユーザーを誘
導する誘導情報を生成する。例えば、人体の健康などに
悪影響を与える環境因子の場合には、環境因子から受け
る影響を低減するための行動へユーザーを誘導する誘導
情報を生成し、逆に人体の健康などによい影響を与える
環境因子の場合には、環境因子から受ける影響を増大す
るための行動へとユーザーを誘導する誘導情報を生成す
る。
【選択図】　図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　環境情報を取得する環境情報取得部と、
　状態情報を取得する状態情報取得部と、
　状態毎に取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて、環境から受ける影響が低減又
は増大する状態に誘導するための誘導情報を生成する誘導情報生成部と、
　前記誘導情報を提示する提示部と、
を具備する、頭部又は顔部に装着型の画像表示装置。
【請求項２】
　前記環境情報取得部は、前記画像表示装置本体又は前記画像表示装置を装着したユーザ
ーが浴びる、電磁波（紫外線、ブルーライト、電波など）、熱線（赤外線）、放射線、一
酸化炭素、二酸化炭素、酸素、窒素酸化物、窒素化合物（ニコチン）、炭化水素、粒子状
物質、光化学スモッグ、花粉、ハウスダスト、又はマイナスイオンのうち少なくとも１つ
の環境因子に関する情報を取得する、
請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記誘導情報生成部は、前記画像表示装置又は前記画像表示装置を装着するユーザーに
悪影響を与える環境因子が低減する状態に誘導するための誘導情報、又は、よい影響を与
える環境因子が増大する状態に誘導するための誘導情報を生成する、
請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　画像を表示する画像表示部をさらに備え、
　前記提示部は、前記画像表示部に前記誘導情報を表示させる、
請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記提示部は、前記画像表示装置を頭部又は顔部に装着したユーザーの視界の画像と重
ね合わせて、前記画像表示部に前記誘導情報を表示させる、
請求項４に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記提示部は、環境から受ける影響が低減又は増大する状態に誘導する方向を示す誘導
情報を、ユーザーの視界の画像と重ね合わせて前記画像表示部に表示させる、
請求項５に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記状態情報取得部は、前記画像表示装置又は前記画像表示装置を装着するユーザーの
現在の状態情報を取得し、
　前記環境情報取得部は、状態情報が変化する度に、前記画像表示装置又は前記画像表示
装置を装着するユーザーの環境情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、現在時刻までの所定の期間に取得した環境情報に基づいて誘導
情報を生成する、
請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記状態情報取得部は、前記画像表示装置本体又は前記画像表示装置を装着したユーザ
ーの現在の位置又は姿勢に関する状態情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、異なる位置又は姿勢で前記環境情報取得部が取得した環境情報
に基づいて、現在の位置又は姿勢における誘導情報を生成する、
請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記状態情報取得部は、前記画像表示装置本体又は前記画像表示装置を装着したユーザ
ーの現在の位置又は姿勢、温度に関する状態情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、異なる位置又は姿勢、又は異なる温度で前記環境情報取得部が
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取得した環境情報に基づいて、現在の位置又は姿勢における誘導情報を生成する、
請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　前記状態情報取得部は、所定の時間帯内で、前記画像表示装置又は前記画像表示装置を
装着するユーザーの現在の状態情報を取得し、
　前記環境情報取得部は、前記所定の時間帯内で状態情報が変化する度に、前記画像表示
装置又は前記画像表示装置を装着するユーザーの環境情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、環境情報に基づいて前記所定の時間帯内における誘導情報を生
成する、
請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　前記所定の時間帯以外では、前記画像表示装置内の少なくとも機能を停止させる、
請求項１０に記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記状態情報取得部は、前記画像表示装置本体又は前記画像表示装置を装着したユーザ
ーの現在の位置又は姿勢、温度に関する状態情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、前記所定の時間帯内で、異なる位置又は姿勢、又は異なる温度
で前記環境情報取得部が取得した環境情報に基づいて、現在の位置又は姿勢における誘導
情報を生成する、
請求項１０に記載の画像表示装置。
【請求項１３】
　前記環境情報取得部が取得した環境情報を、取得時の状態情報と対応付けて環境情報を
記憶する記憶部をさらに備え、
　前記誘導情報生成部は、前記記憶部に記憶されている環境情報に基づいて誘導情報を生
成する、
請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項１４】
　環境情報を提供する外部装置と通信する通信部をさらに備え、
　前記状態情報取得部は、前記通信部を介して外部装置から環境情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、前記通信部を介して取得した少なくとも１つの環境情報に基づ
いて誘導情報を生成する、
請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項１５】
　前記外部装置は、他のユーザーが装着する他の画像表示装置又は画像表示装置以外の情
報端末、移動体装置に設置された情報端末、特定の場所に固定された情報端末、又は、複
数の情報端末で取得した環境情報を保持するサーバーのうち少なくとも１つを含む、
請求項１４に記載の画像表示装置。
【請求項１６】
　前記誘導情報生成部は、前記画像表示装置を装着するユーザーが予定する経路を含む２
次元平面上に環境情報をマッピングして誘導情報を生成する、
請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項１７】
　環境情報を提供する外部装置と通信する通信部をさらに備え、
　前記状態情報取得部は、前記通信部を介して外部装置から環境情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、前記通信部を介して取得した複数の地点の環境情報を２次元的
にマッピングした誘導情報を生成する、
請求項１６に記載の画像表示装置。
【請求項１８】
　前記誘導情報生成部は、前記経路上で環境情報を取得できない地点の環境情報を補間処
理する、
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請求項１６に記載の画像表示装置。
【請求項１９】
　環境情報を取得する環境情報取得ステップと、
　状態情報を取得する状態情報取得ステップと、
　状態毎に取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて、環境から受ける影響が低減又
は増大する状態に誘導するための誘導情報を生成する誘導情報生成ステップと、
　前記誘導情報を提示する提示ステップと、
を有する画像表示方法。
【請求項２０】
　環境情報を取得する環境情報取得部、
　状態情報を取得する状態情報取得部、
　状態毎に取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて、環境から受ける影響が低減又
は増大する状態に誘導するための誘導情報を生成する誘導情報生成部、
　前記誘導情報を提示する提示部、
としてコンピューターを機能させるようにコンピューター可読形式で記述されたコンピュ
ーター・プログラムを格納する記憶媒体。
【請求項２１】
　状態毎の環境情報を提供する１以上の外部装置と、
　自ら取得し、又は、前記外部装置から取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて、
環境から受ける影響が低減又は増大する状態に誘導するための誘導情報を生成して、提示
する、頭部又は顔部に装着型の画像表示装置と、
を具備する画像表示システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書で開示する技術は、ユーザーを取り巻く環境因子の情報を表示する画像表示装
置及び画像表示方法、記憶媒体、並びに画像表示システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　我々は、電磁波（紫外線、ブルーライトや電波など）、熱線（赤外線）や放射線、大気
汚染物質、窒素化合物（ニコチン）、粒子状物質、花粉、ハウスダストなど、さまざまな
環境因子に取り囲まれながら生活している。これらの環境因子を浴び続けると、健康に重
篤な悪影響を与えかねない。
【０００３】
　例えば、環境因子の情報を検知する環境因子検知手段と、前記環境因子検知手段によっ
て検知された複数の環境因子の情報を元に前記環境因子が人体あるいは環境に許容され得
る限度を限界値として計算する環境許容限度計算手段と、前記環境因子検知手段によって
検知された情報を現在値として表示すると同時に前記限界値を表示する水準表示手段を備
えた環境情報表示装置について提案がなされている（例えば、特許文献１を参照のこと）
。この環境情報表示装置が現在の環境因子の水準を表示しても、ユーザーは、電磁波や放
射能の発生源がどこにあるのか、どこに行くと大気汚染物質や花粉などの粉塵の濃度が濃
くなるのか、言い換えれば、ユーザーはどちらの方向に進み、どのような行動をとれば環
境因子を避けることができるのかは、まったく分からない。
【０００４】
　また、紫外線の照射時間と紫外線強度に基づいて日焼けを防止する防止策を特定して表
示する紫外線測定装置について提案がなされている（例えば、特許文献２を参照のこと）
。しかしながら、この紫外線測定装置は、照射時間中の日焼けを防止するために最適な日
焼け止めクリームのＳＰＦ（Ｓｕｎ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｆａｃｔｏｒ）値を防止策
として表示することができるが、紫外線の光源が何処にあり、ユーザーはどちらの方向に
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進み、どのような行動をとれば紫外線から避けることができるのかは、まったく分からな
い。
【０００５】
　また、エリアを複数のゾーンに分割した各ゾーンについて電気機器によって生じる環境
負荷を示す環境負荷量を求め、各ゾーンの環境負荷量と各ゾーンの環境状態の情報とを提
示する環境情報提供装置について提案がなされている（例えば、特許文献３を参照のこと
）。この環境情報提供装置は、店舗内部の気温分布をゾーン毎の気温の高さに応じたバー
の高低や色の違いで表現して表示するようになっている。しかしながら、表示装置は店舗
内の各テーブルや店外に配置されるため、ユーザーは、現実空間上で気温の高い場所又は
低い場所を同定するには、画面の表示と自分の現実の視界を一致させる作業が必要である
。言い換えれば、ユーザーは、店舗内でどちらの方向に進み、どのような行動をとれば快
適な環境に身を置くことができるかを、画面の表示から瞬時に理解することはできない。
【０００６】
　また、ＣＯ2センサー及びＯ2センサーを備えた環境測定用ＵＳＢモジュールによって自
装置周辺の空気における二酸化炭素濃度及び酸素濃度を測定する環境モニタリング装置に
ついて提案がなされている（例えば、特許文献４を参照のこと）。この環境モニタリング
装置は、得られた二酸化炭素濃度などを地図上に表すことができるが、ユーザーは地図上
で自分の現在位置や方位を特定しなければ、二酸化炭素濃度の高い場所を避けたり酸素濃
度の高い場所へ向かったりすることができない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本明細書で開示する技術の目的は、ユーザーを取り巻く環境因子の情報を好適に表示す
ることができる、優れた画像表示装置及び画像表示方法、記憶媒体、並びに画像表示シス
テムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願は、上記課題を参酌してなされたものであり、請求項１に記載の技術は、
　環境情報を取得する環境情報取得部と、
　状態情報を取得する状態情報取得部と、
　状態毎に取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて、環境から受ける影響が低減又
は増大する状態に誘導するための誘導情報を生成する誘導情報生成部と、
　前記誘導情報を提示する提示部と、
を具備する、頭部又は顔部に装着型の画像表示装置である。
【０００９】
　本願の請求項２に記載の技術によれば、請求項１に記載の画像表示装置の前記環境情報
取得部は、前記画像表示装置本体又は前記画像表示装置を装着したユーザーが浴びる、電
磁波（紫外線、ブルーライト、電波など）、熱線（赤外線）、放射線、一酸化炭素、二酸
化炭素、酸素、窒素酸化物、窒素化合物（ニコチン）、炭化水素、粒子状物質、光化学ス
モッグ、花粉、ハウスダスト、又はマイナスイオンのうち環境因子に関する情報を取得す
るように構成されている。
【００１０】
　本願の請求項３に記載の技術によれば、請求項１に記載の画像表示装置の前記誘導情報
生成部は、前記画像表示装置又は前記画像表示装置を装着するユーザーに悪影響を与える
環境因子が低減する状態に誘導するための誘導情報、又は、よい影響を与える環境因子が
増大する状態に誘導するための誘導情報を生成するように構成されている。
【００１１】
　本願の請求項４に記載の技術によれば、請求項１に記載の画像表示装置は、画像を表示
する画像表示部をさらに備えている。そして、前記提示部は、前記画像表示部に前記誘導
情報を表示させるように構成されている。
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【００１２】
　本願の請求項５に記載の技術によれば、請求項４に記載の画像表示装置の前記提示部は
、前記画像表示装置を頭部又は顔部に装着したユーザーの視界の画像と重ね合わせて、前
記画像表示部に前記誘導情報を表示させるように構成されている。
【００１３】
　本願の請求項６に記載の技術によれば、請求項５に記載の画像表示装置の前記提示部は
、環境から受ける影響が低減又は増大する状態に誘導する方向を示す誘導情報を、ユーザ
ーの視界の画像と重ね合わせて前記画像表示部に表示させるように構成されている。
【００１４】
　本願の請求項７に記載の技術によれば、請求項１に記載の画像表示装置の前記状態情報
取得部は、前記画像表示装置又は前記画像表示装置を装着するユーザーの現在の状態情報
を取得し、前記環境情報取得部は、状態情報が変化する度に、前記画像表示装置又は前記
画像表示装置を装着するユーザーの環境情報を取得し、前記誘導情報生成部は、現在時刻
までの所定の期間に取得した環境情報に基づいて誘導情報を生成するように構成されてい
る。
【００１５】
　本願の請求項８に記載の技術によれば、請求項１に記載の画像表示装置の前記状態情報
取得部は、前記画像表示装置本体又は前記画像表示装置を装着したユーザーの現在の位置
又は姿勢に関する状態情報を取得し、前記誘導情報生成部は、異なる位置又は姿勢で前記
環境情報取得部が取得した環境情報に基づいて、現在の位置又は姿勢における誘導情報を
生成するように構成されている。
【００１６】
　本願の請求項９に記載の技術によれば、請求項１に記載の画像表示装置の前記状態情報
取得部は、前記画像表示装置本体又は前記画像表示装置を装着したユーザーの現在の位置
又は姿勢、温度に関する状態情報を取得し、前記誘導情報生成部は、異なる位置又は姿勢
、又は異なる温度で前記環境情報取得部が取得した環境情報に基づいて、現在の位置又は
姿勢における誘導情報を生成するように構成されている。
【００１７】
　本願の請求項１０に記載の技術によれば、請求項１に記載の画像表示装置の前記状態情
報取得部は、所定の時間帯内で、前記画像表示装置又は前記画像表示装置を装着するユー
ザーの現在の状態情報を取得し、前記環境情報取得部は、前記所定の時間帯内で状態情報
が変化する度に、前記画像表示装置又は前記画像表示装置を装着するユーザーの環境情報
を取得し、前記誘導情報生成部は、環境情報に基づいて前記所定の時間帯内における誘導
情報を生成するように構成されている。
【００１８】
　本願の請求項１１に記載の技術によれば、請求項１０に記載の画像表示装置は、前記所
定の時間帯以外では、前記画像表示装置内の少なくとも機能を停止させるように構成され
ている。
【００１９】
　本願の請求項１２に記載の技術によれば、請求項１０に記載の画像表示装置の前記状態
情報取得部は、前記画像表示装置本体又は前記画像表示装置を装着したユーザーの現在の
位置又は姿勢、温度に関する状態情報を取得し、前記誘導情報生成部は、前記所定の時間
帯内で、異なる位置又は姿勢、又は異なる温度で前記環境情報取得部が取得した環境情報
に基づいて、現在の位置又は姿勢における誘導情報を生成するように構成されている。
【００２０】
　本願の請求項１３に記載の技術によれば、請求項１に記載の画像表示装置は、前記環境
情報取得部が取得した環境情報を、取得時の状態情報と対応付けて環境情報を記憶する記
憶部をさらに備えている。そして、前記誘導情報生成部は、前記記憶部に記憶されている
環境情報に基づいて誘導情報を生成するように構成されている。
【００２１】
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　本願の請求項１４に記載の技術によれば、請求項１に記載の画像表示装置は、環境情報
を提供する外部装置と通信する通信部をさらに備えている。そして、前記状態情報取得部
は、前記通信部を介して外部装置から環境情報を取得し、前記誘導情報生成部は、前記通
信部を介して取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて誘導情報を生成するように構
成されている。
【００２２】
　本願の請求項１５に記載の技術によれば、請求項１４に記載の画像表示装置と通信する
前記外部装置は、他のユーザーが装着する他の画像表示装置又は画像表示装置以外の情報
端末、移動体装置に設置された情報端末、特定の場所に固定された情報端末、又は、複数
の情報端末で取得した環境情報を保持するサーバーのうち少なくとも１つが含まれる。
【００２３】
　本願の請求項１６に記載の技術によれば、請求項１に記載の画像表示装置の前記誘導情
報生成部は、前記画像表示装置を装着するユーザーが予定する経路を含む２次元平面上に
環境情報をマッピングして誘導情報を生成するように構成されている。
【００２４】
　本願の請求項１７に記載の技術によれば、請求項１６に記載の画像表示装置は、環境情
報を提供する外部装置と通信する通信部をさらに備えている。そして、前記状態情報取得
部は、前記通信部を介して外部装置から環境情報を取得し、前記誘導情報生成部は、前記
通信部を介して取得した複数の地点の環境情報を２次元的にマッピングした誘導情報を生
成するように構成されている。
【００２５】
　本願の請求項１８に記載の技術によれば、請求項１６に記載の画像表示装置の前記誘導
情報生成部は、前記経路上で環境情報を取得できない地点の環境情報を補間処理するよう
に構成されている。
【００２６】
　また、本願の請求項１９に記載の技術は、
　環境情報を取得する環境情報取得ステップと、
　状態情報を取得する状態情報取得ステップと、
　状態毎に取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて、環境から受ける影響が低減又
は増大する状態に誘導するための誘導情報を生成する誘導情報生成ステップと、
　前記誘導情報を提示する提示ステップと、
を有する画像表示方法である。
【００２７】
　また、本願の請求項２０に記載の技術は、
　環境情報を取得する環境情報取得部、
　状態情報を取得する状態情報取得部、
　状態毎に取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて、環境から受ける影響が低減又
は増大する状態に誘導するための誘導情報を生成する誘導情報生成部、
　前記誘導情報を提示する提示部、
としてコンピューターを機能させるようにコンピューター可読形式で記述されたコンピュ
ーター・プログラムを格納する記憶媒体である。
【００２８】
　本願の請求項２０に係る記憶媒体は、コンピューター上で所定の処理を実現するように
コンピューター可読形式で記述されたコンピューター・プログラムを格納する記憶媒体を
定義したものである。換言すれば、本願の請求項２０に係る記憶媒体に格納されたコンピ
ューター・プログラムをコンピューターにインストールすることによって、コンピュータ
ー上では協働的作用が発揮され、本願の請求項１に係る画像表示装置と同様の作用効果を
得ることができる。
【００２９】
　また、本願の請求項２１に記載の技術は、
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　状態毎の環境情報を提供する１以上の外部装置と、
　自ら取得し、又は、前記外部装置から取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて、
環境から受ける影響が低減又は増大する状態に誘導するための誘導情報を生成して、提示
する、頭部又は顔部に装着型の画像表示装置と、
を具備する画像表示システムである。
【００３０】
　但し、ここで言う「システム」とは、複数の装置（又は特定の機能を実現する機能モジ
ュール）が論理的に集合した物のことを言い、各装置や機能モジュールが単一の筐体内に
あるか否かは特に問わない。
【発明の効果】
【００３１】
　本明細書で開示する技術によれば、ユーザーを取り巻く環境因子の情報を好適に表示す
ることができる、優れた画像表示装置及び画像表示方法、記憶媒体、並びに画像表示シス
テムを提供することができる。
【００３２】
　本明細書で開示する技術に係る画像表示装置は、ユーザーの頭部又は顔部に装着して用
いられ、ユーザーを取り巻く環境因子に関する情報を例えばユーザーの視界に重ね合わせ
て表示するので、ユーザーは、環境因子から受ける影響を低減し又は増大するために、ど
ちらの方向に進み、どのような行動をとればよいかを一見して理解することができる。
【００３３】
　また、本明細書で開示する技術に係る画像表示装置は、ユーザーを取り巻く環境因子に
関する情報をリアルタイムに取得して、ユーザーの視界に重ね合わせて表示するので、ユ
ーザーは、環境因子から受ける影響を低減し又は増大するために適切な行動を瞬時にとる
ことができる。
【００３４】
　本明細書で開示する技術に係る画像表示装置は、現在までに取得した環境因子に関する
情報に基づいて未来地点における環境を予測して、環境因子から受ける影響を低減し又は
増大することができる状況へと、ユーザーを誘導することができる。
【００３５】
　本明細書で開示する技術のさらに他の目的、特徴や利点は、後述する実施形態や添付す
る図面に基づくより詳細な説明によって明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】図１は、透過性の頭部装着型画像表示装置１００を装着したユーザーを正面から
眺めた様子を示した図である。
【図２】図２は、図１に示した画像表示装置１００を装着したユーザーを上方から眺めた
様子を示した図である。
【図３】図３は、遮光性の頭部装着型画像表示装置３００を装着したユーザーを正面から
眺めた様子を示した図である。
【図４】図４は、図３に示した画像表示装置３００を装着したユーザーを上方から眺めた
様子を示した図である。
【図５】図５は、画像表示装置１００の内部構成例を示した図である。
【図６】図６は、画像表示装置１００の第１の実施例に係る機能的構成を模式的に示した
図である。
【図７】図７は、シースルー表示されるユーザーの視界の画像７０１に、誘導情報７０２
を重ね合わせて表示した様子を示した図である。
【図８】図８は、画像表示装置１００の第１の実施例に係る処理手順を示したフローチャ
ートである。
【図９】図９は、画像表示装置１００の、第２の実施例に係る機能的構成を模式的に示し
た図である。
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【図１０】図１０は、画像表示装置１００の第２の実施例に係る処理手順を示したフロー
チャートである。
【図１１】図１１は、画像表示装置１００の、第３の実施例に係る機能的構成を模式的に
示した図である。
【図１２】図１２は、画像表示装置１００の第３の実施例に係る処理手順を示したフロー
チャートである。
【図１３】図１３は、画像表示装置１００の、第４の実施例に係る機能的構成を模式的に
示した図である。
【図１４】図１４は、画像表示装置１００の第４の実施例に係る処理手順を示したフロー
チャートである。
【図１５】図１５は、画像表示装置１００の、第５の実施例に係る機能的構成を模式的に
示した図である。
【図１６】図１６は、画像表示装置１００の第５の実施例に係る処理手順を示したフロー
チャートである。
【図１７】図１７は、複数の画像表示装置からなる通信システム１７００の構成を模式的
に示した図である。
【図１８】図１８は、図１７に示した通信システム１７００内で画像表示装置が実施する
処理手順を示したフローチャートである。
【図１９】図１９は、図１７の変形例に係る通信システム１９００の構成を模式的に示し
た図である。
【図２０】図２０は、第７の実施例に係る通信システム２０００の構成を模式的に示した
図である。
【図２１】図２１は、図２０に示した通信システム２０００内で画像表示装置が実施する
処理手順を示したフローチャートである。
【図２２Ａ】図２２Ａは、各地点の環境情報を補間処理して、２次元平面上にマッピング
した誘導情報を生成する処理を説明するための図である。
【図２２Ｂ】図２２Ｂは、各地点の環境情報を補間処理して、２次元平面上にマッピング
した誘導情報を生成する処理を説明するための図である。
【図２２Ｃ】図２２Ｃは、各地点の環境情報を補間処理して、２次元平面上にマッピング
した誘導情報を生成する処理を説明するための図である。
【図２３Ａ】図２３Ａは、複数のユーザーからの環境情報に基づいて２次元平面上にマッ
ピングした誘導情報を生成する処理を説明するための図である。
【図２３Ｂ】図２３Ｂは、複数のユーザーからの環境情報に基づいて２次元平面上にマッ
ピングした誘導情報を生成する処理を説明するための図である。
【図２３Ｃ】図２３Ｃは、複数のユーザーからの環境情報に基づいて２次元平面上にマッ
ピングした誘導情報を生成する処理を説明するための図である。
【図２３Ｄ】図２３Ｄは、複数のユーザーからの環境情報に基づいて２次元平面上にマッ
ピングした誘導情報を生成する処理を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　以下、図面を参照しながら本明細書で開示する技術の実施形態について詳細に説明する
。
【００３８】
Ａ．装置構成
　図１には、本明細書で開示する技術の一実施形態に係る画像表示装置１００の外観構成
を示している。画像表示装置１００は、ユーザーが頭部又は顔部に装着して用いられ、左
右の眼毎に画像を表示する。図示の画像表示装置１００は、透過性すなわちシースルーの
タイプであり、画像を表示している間も、ユーザーは、画像越しに現実世界の風景を眺め
る（すなわち、シースルーする）ことができる。したがって、ＡＲ（Ａｕｇｍｅｎｔｅｄ
　Ｒｅａｌｉｔｙ：拡張現実感）画像などの仮想的な表示画像を現実世界の風景に重ね合
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わせて見せることができる（例えば、特許文献５を参照のこと）。また、表示画像は、外
側（すなわち他人）からは見えないので、情報表示に際してプライバシーが守られ易い。
【００３９】
　図示の画像表示装置１００は、視力矯正用の眼鏡に類似した構造からなる。画像表示装
置１００本体のユーザーの左右の眼に対向する位置には、透明な導光部などからなる虚像
光学部１０１Ｌ、１０１Ｒが配設され、各虚像光学部１０１Ｌ、１０１Ｒの内側には、ユ
ーザーが観察する画像（図示しない）が表示される。各虚像光学部１０１Ｌ、１０１Ｒは
、例えば、眼鏡フレーム状の支持体１０２によって支持されている。
【００４０】
　眼鏡フレーム状の支持体１０２のほぼ中央には、周囲画像（ユーザーの視界）入力用の
外側カメラ５１２が設置されている。外側カメラ５１２は、例えばユーザーの視線方向の
風景を撮影することができる。視差情報を利用して、周囲画像の３次元情報を取得できる
ように、外側カメラ５１２を複数台のカメラで構成することがより好ましい。
【００４１】
　また、支持体１０２の左右の両端付近にそれぞれマイクロフォン１０３Ｌ、１０３Ｒが
設置されている。左右ほぼ対称的にマイクロフォン１０３Ｌ、１０３Ｒを持つことで、中
央に定位した音声（ユーザーの声）だけを認識することで、周囲の雑音や他人の話声と分
離することができ、例えば音声入力による操作時の誤動作を防止することができる。
【００４２】
　図２には、ユーザーが装着した状態の画像表示装置１００を上方から眺めた様子を示し
ている。図示のように、画像表示装置１００の左右両端には、左眼用及び右眼用の画像を
それぞれ表示出力する表示パネル１０４Ｌ、１０４Ｒが配設されている。各表示パネル１
０４Ｌ、１０４Ｒは、液晶ディスプレイ又は有機ＥＬ素子などのマイクロ・ディスプレイ
や、網膜直描ディスプレイなどのレーザー走査方式のディスプレイからなる。表示パネル
１０４Ｌ、１０４Ｒから出力される左右の表示画像は、虚像光学部１０１Ｌ、１０１Ｒに
よって左右それぞれの眼付近まで導光され、その拡大虚像がユーザーの瞳に結像される。
詳細な図示を省略するが、虚像光学部１０１Ｌ、１０１Ｒはそれぞれ、マイクロ・ディス
プレイからの照射光を集光する光学系と、光学系の通過光を入射する位置に配設された導
光板と、導光板への入射光を反射する偏向フィルターと、導光板内を全反射して伝播され
た光をユーザーの眼に向かって出射させる偏向フィルターを備えている。
【００４３】
　また、図３には、本明細書で開示する技術の他の実施形態に係る画像表示装置３００の
外観構成を示している。画像表示装置３００は、ユーザーが頭部又は顔部に装着して用い
られるが、遮光性であり、頭部に装着した際にユーザーの眼を直接覆い、画像視聴中のユ
ーザーに没入感を与えることができる。また、シースルーのタイプとは相違し、画像表示
装置３００を装着したユーザーは現実世界の風景を直接眺めることはできない。但し、ユ
ーザーの視線方向の風景を撮影する外側カメラ５１２を装備し、その撮像画像を表示する
ことにより、ユーザーは間接的に現実世界の風景を眺める（すなわち、ビデオ・シースル
ーする）ことができる。勿論、ビデオ・シースルー画像に対し、ＡＲ画像などの仮想的な
表示画像を重ね合わせて見せることができる。また、表示画像は、外側（すなわち他人）
からは見えないので、情報表示に際してプライバシーが守られ易い。
【００４４】
　図示の画像表示装置３００は、帽子形状に類似した構造体であり、装着したユーザーの
左右の眼を直接覆うように構成されている。画像表示装置３００本体の内側の左右の眼に
対向する位置には、ユーザーが観察する表示パネル（図３では図示しない）が配設されて
いる。表示パネルは、例えば有機ＥＬ素子や液晶ディスプレイなどのマイクロ・ディスプ
レイや、網膜直描ディスプレイなどのレーザー走査方式ディスプレイで構成される。
【００４５】
　画像表示装置３００本体前面のほぼ中央には、周囲画像（ユーザーの視界）入力用の外
側カメラ５１２が設置されている。また、画像表示装置３００本体の左右の両端付近にそ
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れぞれマイクロフォン３０３Ｌ、３０３Ｒが設置されている。左右ほぼ対称的にマイクロ
フォン３０３Ｌ、３０３Ｒを持つことで、中央に定位した音声（ユーザーの声）だけを認
識することで、周囲の雑音や他人の話声と分離することができ、例えば音声入力による操
作時の誤動作を防止することができる。
【００４６】
　図４には、図３に示した画像表示装置３００を装着したユーザーを上方から眺めた様子
を示している。図示の画像表示装置３００は、ユーザーの顔面と対向する側面に、左眼用
及び右眼用の表示パネル３０４Ｌ、３０４Ｒを持つ。表示パネル３０４Ｌ、３０４Ｒは、
例えば有機ＥＬ素子や液晶ディスプレイなどのマイクロ・ディスプレイや網膜直描ディス
プレイなどのレーザー走査方式ディスプレイで構成される。表示パネル３０４Ｌ、３０４
Ｒの表示画像は、虚像光学部３０１Ｌ、３０１Ｒを通過するにより拡大虚像としてユーザ
ーに観察される。また、眼の高さや眼幅にはユーザー毎に個人差があるため、左右の各表
示系と装着したユーザーの眼とを位置合わせする必要がある。図４に示す例では、右眼用
の表示パネルと左眼用の表示パネルの間に眼幅調整機構３０５を装備している。
【００４７】
　図５には、画像表示装置１００の内部構成例を示している。他方の画像表示装置３００
の内部構成も同様であると理解されたい。以下、各部について説明する。
【００４８】
　制御部５０１は、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）５０１ＡやＲＡＭ（Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）５０１Ｂを備えている。ＲＯＭ５０１Ａ内に
は、制御部５０１で実行するプログラム・コードや各種データを格納している。制御部５
０１は、ＲＡＭ５０１Ｂへロードしたプログラムを実行することで、画像の表示制御を始
め、画像表示装置１００全体の動作を統括的にコントロールする。ＲＯＭ５０１Ａに格納
するプログラムやデータとして、画像の表示制御プログラムや、当該装置１００（若しく
は、当該装置１００を装着するユーザー）を取り巻く環境因子に関する情報を処理して環
境因子の影響を低減又は増大する状態へ誘導する誘導情報（後述）を生成する誘導情報生
成プログラム、インターネット上のサーバー（図示しない）など外部機器との通信処理プ
ログラム（後述）、当該装置１００に固有の識別情報などを挙げることができる。
【００４９】
　入力操作部５０２は、キーやボタン、スイッチなど、ユーザーが入力操作を行なう１以
上の操作子を備え、操作子を介したユーザーの指示を受け付けて、制御部５０１に出力す
る。また、入力操作部５０２は、リモコン受信部５０３で受信したリモコン・コマンドか
らなるユーザーの指示を同様に受け付けて、制御部５０１に出力する。
【００５０】
　状態情報取得部５０４は、当該画像処理装置１００本体、又は当該装置１００を装着し
たユーザーの状態情報を取得する機能モジュールである。状態情報取得部５０４は、自ら
状態情報を検出するための各種センサーを装備していてもよいし、これらのセンサー類の
一部又は全部を備えた外部機器（例えば、ユーザーが身に付けているスマートフォンや腕
時計、その他の多機能端末）から通信部５０５（後述）を介して状態情報を取得するよう
にしてもよい。
【００５１】
　状態情報取得部５０４は、例えばユーザーの頭部の位置や姿勢を検出する。このため、
状態情報取得部５０４は、ジャイロ・センサー、加速度センサー、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ
　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）センサー、地磁気センサー、ドップラー・セ
ンサー、赤外線センサー、電波強度センサーなどのいずれか１つ、又は、各センサーの長
所及び短所を考慮して２以上のセンサーの組み合わせを備えていてもよい。また、状態情
報取得部５０４は、位置情報の取得に、携帯電話基地局情報やＰｌａｃｅＥｎｇｉｎｅ（
登録商標）情報（無線ＬＡＮアクセスポイントからの電測情報）など、各種インフラスト
ラクチャーから提供される情報を組み合わせて用いるようにしてもよい。
【００５２】
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　また、状態情報取得部５０４は、当該画像表示装置１００を装着したユーザーの状態情
報として、例えば、ユーザーの作業状態（画像表示装置１００の装着の有無）や、ユーザ
ーの行動状態（静止、歩行、走行などの移動状態、瞼の開閉状態、視線方向、瞳孔の大小
）、精神状態（ユーザーが表示画像を観察中に没頭若しくは集中しているかなどの感動度
、興奮度、覚醒度、感情や情動など）、さらには生理状態を取得する。また、状態情報取
得部５０４は、これらの状態情報をユーザーから取得するために、機械スイッチなどから
なる装着センサーや、ユーザーの顔を撮影する内側カメラ、ジャイロ・センサー、加速度
センサー、速度センサー、圧力センサー、体温又は気温を検知する温度センサー、発汗セ
ンサー、筋電位センサー、眼電位センサー、脳波センサー、呼気センサー、ガス・イオン
濃度センサーなどの各種の状態センサー、タイマー（いずれも図示しない）を備えていて
もよい。
【００５３】
　環境情報取得部５１６は、当該画像処理装置１００本体、又は当該装置１００を装着し
たユーザーを取り巻く１以上の環境因子に関する情報を取得する機能モジュールである。
ここで言う環境因子として、当該装置１００又はユーザーが浴びる電磁波（紫外線、ブル
ーライト、電波）、熱線（赤外線）、放射線、大気中の一酸化炭素や二酸化炭素、酸素、
窒素化合物（ニコチン）、大気中を漂う窒素酸化物（ＮＯx）や炭化水素（揮発性有機化
合物（ＶＯＣ：Ｖｏｌａｔｉｌｅ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ）あるいはこれ
らが紫外線の影響により光化学反応を起こして生成された光化学スモッグ、粒子状物質、
花粉、ハウスダストなどの粉塵、アスベストなどの有害化学物質、騒音、マイナスイオン
などである。環境因子には、人体の健康に悪影響を与えるおそれがあり影響を低減すべき
ものと、人体の健康に良い影響を与えることが期待されむしろ影響を増大すべきものとが
ある。
【００５４】
　環境情報取得部５１６は、このような環境因子を検出するための各種センサーを装備し
ていてもよい。あるいは、環境情報取得部５１６は、これらのセンサー類の一部又は全部
を備えた外部機器（例えば、ユーザーが身に付けているスマートフォンや腕時計、その他
の多機能端末）や、環境情報を収集するサーバーから通信部５０５（後述）を介して環境
因子に関する情報を取得するようにしてもよい。
【００５５】
　外側カメラ５１２は、例えば画像表示装置１００本体前面のほぼ中央に配置され（図１
を参照のこと）、周囲画像を撮影することができる。また、状態情報取得部５０４で検出
したユーザーの視線方向に合わせて外側カメラ５１２のパン、チルト、ロール方向の姿勢
制御を行なうことで、外側カメラ５１２でユーザーの自分目線の画像すなわちユーザーの
視線方向の画像を撮影することができる。視差情報を利用して、周囲画像の３次元情報を
取得できるように、外側カメラ５１２を複数台のカメラで構成することがより好ましい。
ユーザーは、入力操作部５０２の操作、内部カメラで認識される瞳孔の大小や音声入力を
通じて、外側カメラ５１２のズームを調整することができるものとする。外側カメラ５１
２の撮影画像を、表示部５０９に表示出力することができ、また、記憶部５０６に格納す
ることもできる。
【００５６】
　通信部５０５は、他の画像表示装置や多機能端末、インターネット上のサーバー（図示
しない）などの外部機器との通信処理、並びに通信信号の変復調並びに符号化復号処理を
行なう。また、制御部５０１は、外部機器への送信データを通信部５０５から送出する。
通信部５０５の構成は任意である。例えば、通信相手となる外部機器との送受信動作に使
用する通信方式に応じて、通信部５０５を構成することができる。通信方式は、有線、無
線のいずれの形態であってもよい。ここで言う通信規格として、ＭＨＬ（Ｍｏｂｉｌｅ　
Ｈｉｇｈ－ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｌｉｎｋ）やＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉ
ａｌ　Ｂｕｓ）、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　
Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信
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やＢＬＥ（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）　Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ）通信、ＡＮＴなど
の超低消費電力無線通信、ＩＥＥＥ８０２．１１ｓなどで規格化されたメッシュ・ネット
ワーク、赤外線通信、人体通信、導電性繊維を介した信号伝送などを挙げることができる
。
【００５７】
　あるいは、通信部５０５は、例えばＷ－ＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉ
ｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖ
ｏｌｕｔｉｏｎ）などの標準規格に従って動作する、セルラー無線送受信機であってもよ
い。
【００５８】
　記憶部５０６は、ＳＳＤ（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）などで構成される大
容量記憶装置である。記憶部５０６は、制御部５０１で実行するアプリケーション・プロ
グラムや各種データを記憶している。例えば、環境情報取得部５１６が現在地点まで時々
刻々と取得した環境因子の情報を、各時刻において状態情報取得部５０４で取得する位置
や姿勢などの状態情報と対応付けて、記憶部５０６内に記憶する。また、環境因子がユー
ザーに与える影響が低減し又は増大する状態となるようにユーザーを誘導するための誘導
情報、又は、このような誘導情報を生成する素材となるコンテンツを、記憶部５０６内に
記憶する。
【００５９】
　画像処理部５０７は、制御部５０１から出力される画像信号に対して画質補正などの信
号処理をさらに行なうとともに、表示部５０９の画面に合わせた解像度に変換する。そし
て、表示駆動部５０８は、表示部５０９の画素を行毎に順次選択するとともに線順次走査
して、信号処理された画像信号に基づく画素信号を供給する。
【００６０】
　表示部５０９は、例えば有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）素子
や液晶ディスプレイなどのマイクロ・ディスプレイ、あるいは、網膜直描ディスプレイな
どのレーザー走査方式ディスプレイで構成される表示パネルを有する。虚像光学部５１０
は、表示部５０９の表示画像を拡大投影して、ユーザーには拡大虚像として観察させる。
【００６１】
　また、外側表示部５１５は、表示画面が画像表示装置１００の外側（装着したユーザー
の顔とは反対の方向）に向けられており、表示部５０９と同じ画像又は異なる画像を、他
のユーザーに表示することができる。外側表示部５１５の詳細な構成については、例えば
本出願人に既に譲渡されている特願２０１２－２００９０２号明細書、特願２０１２－２
００９０３号明細書を参照されたい。
【００６２】
　音声処理部５１３は、制御部５０１から出力される音声信号に対して音質補正や音声増
幅、入力された音声信号などの信号処理をさらに行なう。そして、音声入出力部５１４は
、音声処理後の音声を外部出力、並びにマイクロフォン（前述）からの音声入力を行なう
。
【００６３】
　画像表示装置１００（画像表示装置３００も同様）は、例えば制御部５０１が環境情報
処理プログラムを実行することを通じて、ユーザーを取り巻く環境因子に関する情報をリ
アルタイムに取得して、ユーザーの視界に重ね合わせて表示するなどの方法により提示す
る。また、画像表示装置１００は、現在までに取得した環境因子に関する情報に基づいて
未来地点における環境を予測して、環境因子から受ける影響を低減し又は増大することが
できる状況へと、ユーザーを誘導することができる。以下では、画像表示装置１００が環
境因子に関する情報（以下、「環境情報」とも呼ぶ）をユーザーに提示する幾つかの実施
例について詳解する。
【実施例１】
【００６４】
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　図６には、画像表示装置１００の、第１の実施例に係る機能的構成を模式的に示してい
る。
【００６５】
　状態情報取得部５０４は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの現在
の状態として、現在位置並びに姿勢の情報を取得して、制御部５０１に出力する。
【００６６】
　一方、環境情報取得部５１６は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザー
が現在浴びている電磁波（紫外線、ブルーライト、電波など）、熱線（赤外線）、放射線
、一酸化炭素や二酸化炭素、酸素、窒素化合物（ニコチン）、窒素酸化物や炭化水素、粒
子状物質、光化学スモッグ、花粉、ハウスダスト、マイナスイオンなどの環境因子の情報
を取得して、制御部５０１に出力する。
【００６７】
　制御部５０１は、状態情報取得部５０４が取得したユーザーの状態と、環境情報取得部
５１６が取得した環境因子の情報を解析する。具体的には、取得時の位置や姿勢など状態
が異なる複数（所定の個数）の環境因子に基づいて、当該画像表示装置１００又はこれを
装着するユーザーの周囲環境における環境因子の強度分布をとる。例えば、環境因子とし
て紫外線を扱う場合、位置や姿勢が異なる複数の状態での紫外線の強度から、光源の方位
を特定し、あるいは、どの位置に移動し、どちらの方向を向けば、浴びる紫外線の強度が
増大し又は低減するかが分かる。また、環境因子として、光化学スモッグや花粉などの粉
塵を扱う場合には、位置が異なる複数の状態での粉塵の量から、粉塵の空間的な分布を割
り出すことができる。
【００６８】
　次いで、制御部５０１は、その解析結果に基づいて、当該画像表示装置１００又はこれ
を装着するユーザーが環境因子から受ける影響を低減し又は増大するための状態へとユー
ザーを誘導する誘導情報を生成する。例えば、人体の健康などに悪影響を与える環境因子
の場合には、環境因子から受ける影響を低減するための状態へユーザーを誘導する誘導情
報を生成し、逆に人体の健康などによい影響を与える環境因子の場合には、環境因子から
受ける影響を増大するための状態へとユーザーを誘導する誘導情報を生成する。
【００６９】
　そして、制御部５０１は、生成した誘導情報を、表示部５０９に画面表示する。または
、画面表示に代えて、あるいは、画面表示とともに、誘導情報を音声入出力部５１４から
音声出力するようにしてもよい。また、外側表示部５１５にも誘導情報を表示して、周囲
にいる他ユーザーと誘導情報を共有するようにしてもよい。
【００７０】
　図７には、表示部５０９が、シースルー表示されるユーザーの視界の画像７０１に、誘
導情報７０２を重ね合わせて表示した様子を示している。図示の例では、環境情報取得部
５１６が、環境因子として人体に悪影響を与える紫外線の量を取得し、浴びる紫外線を低
減するためにユーザーが移動すべき方向を示す誘導情報７０２を、表示部５０９のサブ画
面として表示している。
【００７１】
　例えば、状態情報取得部５０４が加速度センサーの出力情報に基づいてユーザーが右に
動いたことを検出すると、環境情報取得部５１６は、そのときの紫外線の量の情報を取得
する。次に、ユーザーが左に動いたことを検出すると、環境情報取得部５１６は、そのと
きの紫外線の量の情報を取得する。そして、制御部５０１は、ユーザーが右に動いたとき
と左に動いたときの各々の紫外線レベルを比較する。ここで、左に動いたときに検出され
る紫外線の量の方が大きいときには、図７に示すように、右の方へ行くと紫外線被曝が少
ないこと、すなわち右の方へ移動するよう促し若しくは警告するような誘導情報７０２を
、本来の表示画面（主画面）７０１に対するサブ画面として表示する。
【００７２】
　図８には、画像表示装置１００の第１の実施例に係る処理手順をフローチャートの形式



(15) JP 2014-178982 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

で示している。
【００７３】
　一定時間が経過する度に（ステップＳ８０１のＹｅｓ）、状態情報取得部５０４は、当
該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置並びに姿勢に関する状態情報を
取得し（ステップＳ８０２）、位置又は姿勢が前回から変化したかどうかをチェックする
（ステップＳ８０３）。なお、最初にステップＳ８０３を実行するとき（すなわち、前回
の位置並びに姿勢の情報がないとき）には、変化が検知されたもの（すなわち、ステップ
Ｓ８０３のＹｅｓ）として扱う。
【００７４】
　当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢の変化が検知され
なければ（ステップＳ８０３のＮｏ）、ステップＳ８０１に戻り、次に一定時間が経過す
るまで待機する。
【００７５】
　一方、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢の変化が検
知されたときには（ステップＳ８０３のＹｅｓ）、環境情報取得部５１６が、当該画像表
示装置１００又はこれを装着するユーザーの紫外線被曝量など、環境情報を取得する（ス
テップＳ８０４）。そして、制御部５０１は、環境情報を処理すると、位置並びに姿勢に
関する状態情報に対応付けて記憶部５０６などに保存しておく（ステップＳ８０５）。
【００７６】
　そして、あらかじめ設定した回数だけ環境情報を取得したかどうかをチェックする（ス
テップＳ８０６）。まだ、あらかじめ設定した回数だけ環境情報を取得していないときに
は（ステップＳ８０６のＮｏ）、ステップＳ８０１に戻り、環境情報の取得を引き続き行
なう。
【００７７】
　あらかじめ設定した回数だけ環境情報を取得したときには（ステップＳ８０６のＹｅｓ
）、すなわち、位置又は姿勢が異なる所定の個数分の環境情報を取得できたときには、制
御部５０１は、これまでに取得した情報を解析して、当該画像表示装置１００又はこれを
装着するユーザーの周囲環境における環境因子の強度分布をとる。そして、制御部５０１
は、環境因子の強度分布に基づいて、人体に悪影響を与える環境因子に関しては環境因子
が低減する方向、又は、人体によい影響を与える環境因子に関しては環境因子が増大する
方向を割り出す（ステップＳ８０７）。
【００７８】
　次いで、制御部５０１は、割り出した方向に基づいて、環境因子がユーザーに与える影
響が低減し又は増大する状態となるようにユーザーを誘導するための誘導情報を生成する
と（ステップＳ８０８）、この誘導情報を表示部５０９に例えばサブ画面（図７を参照の
こと）として表示する（ステップＳ８０９）。誘導情報をさらに外側表示部５１５にも表
示するようにしてもよい。
【００７９】
　そして、誘導情報を所定の表示期間だけ表示し終えると（ステップＳ８１０のＹｅｓ）
、誘導情報の表示を表示部５０９の画面から消した後（ステップＳ８１１）、ステップＳ
８０１に戻り、上記の処理を繰り返し実行する。
【００８０】
　第１の実施例によれば、画像表示装置１００は、ユーザーを取り巻く環境因子に関する
情報をリアルタイムに取得して、環境因子がユーザーに与える影響が低減し又は増大する
状態となるようにユーザーを誘導するための誘導情報を提示することができる。また、誘
導情報はユーザーの視界に重ね合わせて表示されるので、ユーザーは、環境因子から受け
る影響を低減し又は増大するために適切な行動を瞬時にとることができる。
【実施例２】
【００８１】
　図９には、画像表示装置１００の、第２の実施例に係る機能的構成を模式的に示してい
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る。
【００８２】
　状態情報取得部５０４は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの現在
の状態として、現在位置並びに姿勢の情報を取得して、制御部５０１に出力する。
【００８３】
　また、状態情報取得部５０４は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザー
が置かれている場所での温度（気温）を取得して、制御部５０１に出力する。
【００８４】
　一方、環境情報取得部５１６は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザー
が現在浴びている電磁波（紫外線、ブルーライト、電波など）、熱線（赤外線）、放射線
、一酸化炭素や二酸化炭素、酸素、窒素化合物（ニコチン）、窒素酸化物や炭化水素、粒
子状物質、光化学スモッグ、花粉、ハウスダスト、マイナスイオンなどの環境因子の情報
を取得して、制御部５０１に出力する。
【００８５】
　制御部５０１は、状態情報取得部５０４が取得したユーザーの状態と、環境情報取得部
５１６が取得した環境因子の情報に基づいて、当該画像表示装置１００又はこれを装着す
るユーザーの周囲環境における環境因子の強度分布をとる。次いで、制御部５０１は、そ
の解析結果に基づいて、環境因子から受ける影響を低減し又は増大するための状態へとユ
ーザーを誘導する誘導情報を生成する。例えば、人体の健康などに悪影響を与える環境因
子の場合には、環境因子から受ける影響を低減するための状態へユーザーを誘導する誘導
情報を生成し、逆に人体の健康などによい影響を与える環境因子の場合には、環境因子か
ら受ける影響を増大するための状態へとユーザーを誘導する誘導情報を生成する。
【００８６】
　そして、制御部５０１は、生成した誘導情報を、表示部５０９に画面表示する。または
、画面表示に代えて、あるいは、画面表示とともに、誘導情報を音声入出力部５１４から
音声出力するようにしてもよい。また、外側表示部５１５にも誘導情報を表示して、周囲
にいる他ユーザーと誘導情報を共有するようにしてもよい。
【００８７】
　図１０には、画像表示装置１００の第２の実施例に係る処理手順をフローチャートの形
式で示している。
【００８８】
　一定時間が経過する度に（ステップＳ１００１のＹｅｓ）、状態情報取得部５０４は、
当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置並びに姿勢に関する状態情報
を取得し（ステップＳ１００２）、位置又は姿勢が前回から変化したかどうかをチェック
する（ステップＳ１００３）。なお、最初にステップＳ８０３を実行するとき（すなわち
、前回の位置並びに姿勢の情報がないとき）には、変化が検知されたもの（すなわち、ス
テップＳ１００３のＹｅｓ）として扱う。
【００８９】
　当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢の変化が検知され
ないときには（ステップＳ１００３のＮｏ）、状態情報取得部５０４は、当該画像表示装
置１００又はこれを装着するユーザーが置かれている場所での温度（気温）を取得し（ス
テップＳ１００４）、温度が変化したかどうかをさらにチェックする（ステップＳ１００
５）。ここで、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢の変
化が検知されず、さらに温度の変化もなければ（ステップＳ１００５のＮｏ）、ステップ
Ｓ１００１に戻り、次に一定時間が経過するまで待機する。
【００９０】
　一方、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢の変化が検
知されたときには（ステップＳ１００３のＹｅｓ）、環境情報取得部５１６が、当該画像
表示装置１００又はこれを装着するユーザーの紫外線被曝量など、環境情報を取得する（
ステップＳ１００６）。
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【００９１】
　また、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢が変化して
いなくても（ステップＳ１００３のＮｏ）、温度の変化が検出されたときには（ステップ
Ｓ１００５のＹｅｓ）、温度の変化により環境因子が及ぼす影響も変化すると想定される
ので、環境情報取得部５１６は温度が変化する度に環境情報を取得する（ステップＳ１０
０６）。
【００９２】
　そして、制御部５０１は、環境情報を処理すると、位置並びに姿勢、温度に関する状態
情報に対応付けて記憶部５０６などに保存しておく（ステップＳ１００７）。
【００９３】
　次いで、あらかじめ設定した回数だけ環境情報を取得したかどうかをチェックする（ス
テップＳ１００８）。まだ、あらかじめ設定した回数だけ環境情報を取得していないとき
には（ステップＳ１００８のＮｏ）、ステップＳ１００１に戻り、環境情報の取得を引き
続き行なう。
【００９４】
　あらかじめ設定した回数だけ環境情報を取得したときには（ステップＳ１００８のＹｅ
ｓ）、すなわち、位置又は姿勢、温度が異なる所定の個数分の環境情報を取得できたとき
には、制御部５０１は、これまでに取得した情報を解析して、当該画像表示装置１００又
はこれを装着するユーザーの周囲環境における環境因子の強度分布をとる。そして、制御
部５０１は、環境因子の強度分布に基づいて、人体に悪影響を与える環境因子に関しては
環境因子が低減する方向、又は、人体によい影響を与える環境因子に関しては環境因子が
増大する方向を割り出す（ステップＳ１００９）。
【００９５】
　次いで、制御部５０１は、割り出した方向に基づいて、環境因子がユーザーに与える影
響が低減し又は増大する状態となるようにユーザーを誘導するための誘導情報を生成する
と（ステップＳ１０１０）、この誘導情報を表示部５０９に例えばサブ画面（図７を参照
のこと）として表示する（ステップＳ１０１１）。誘導情報をさらに外側表示部５１５に
も表示するようにしてもよい
【００９６】
　そして、誘導情報を所定の表示期間だけ表示し終えると（ステップＳ１０１２のＹｅｓ
）、誘導情報の表示を表示部５０９の画面から消した後（ステップＳ１０１３）、ステッ
プＳ１００１に戻り、上記の処理を繰り返し実行する。
【００９７】
　第２の実施例によれば、画像表示装置１００は、ユーザーを取り巻く環境情報をリアル
タイムに取得して、環境因子がユーザーに与える影響が低減し又は増大する状態となるよ
うにユーザーを誘導するための誘導情報を提示することができる。ここで、画像表示装置
１００は、画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢が変化したと
きだけではなく、温度（気温）が変化する度に環境因子を取得するので、温度（気温）に
も対応した環境因子の影響を、ユーザーに提示できることになる。
【００９８】
　また、誘導情報はユーザーの視界に重ね合わせて表示されるので、ユーザーは、環境因
子から受ける影響を低減し又は増大するために適切な行動を瞬時にとることができる。
【実施例３】
【００９９】
　本実施例では、制御部５０１は、状態情報取得部５０４から入力する時間情報に基づい
て、対象となる環境因子が人体に与える影響が大きくなる時間帯（又は、季節）に限定し
て、環境因子の解析と誘導情報の提示を行なう点に特徴がある。例えば、環境因子として
紫外線や光化学スモッグを扱う場合には、日差しが強い正午や西日の強い夕方などの時間
帯に限定して、制御部５０１は環境因子の解析と誘導情報の提示を行なう。
【０１００】
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　図１１には、画像表示装置１００の、第３の実施例に係る機能的構成を模式的に示して
いる。
【０１０１】
　状態情報取得部５０４は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの現在
の状態として、現在位置並びに姿勢の情報を取得して、制御部５０１に出力する。
【０１０２】
　また、状態情報取得部５０４は、現在時刻の情報を取得して、制御部５０１に出力する
。
【０１０３】
　一方、環境情報取得部５１６は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザー
が現在浴びている電磁波（紫外線、ブルーライト、電波など）、熱線（赤外線）、放射線
、一酸化炭素や二酸化炭素、酸素、窒素化合物（ニコチン）、窒素酸化物や炭化水素、粒
子状物質、光化学スモッグ、花粉、ハウスダスト、マイナスイオンなどの環境因子の情報
を取得して、制御部５０１に出力する。
【０１０４】
　制御部５０１は、現在時刻が所定の時間帯内かどうかを判定する。そして、制御部５０
１は、所定の時間帯内において、状態情報取得部５０４が取得したユーザーの状態と、環
境情報取得部５１６が取得した環境因子の情報に基づいて、当該画像表示装置１００又は
これを装着するユーザーの周囲環境における環境因子の強度分布をとる。次いで、制御部
５０１は、その解析結果に基づいて、環境因子から受ける影響を低減し又は増大するため
の状態へとユーザーを誘導する誘導情報を生成する。例えば、人体の健康などに悪影響を
与える環境因子の場合には、環境因子から受ける影響を低減するための状態へユーザーを
誘導する誘導情報を生成し、逆に人体の健康などによい影響を与える環境因子の場合には
、環境因子から受ける影響を増大するための状態へとユーザーを誘導する誘導情報を生成
する。
【０１０５】
　そして、制御部５０１は、生成した所定の時間帯における誘導情報を、表示部５０９に
画面表示する。または、画面表示に代えて、あるいは、画面表示とともに、誘導情報を音
声入出力部５１４から音声出力するようにしてもよい。また、外側表示部５１５にも誘導
情報を表示して、周囲にいる他ユーザーと誘導情報を共有するようにしてもよい。
【０１０６】
　図１２には、画像表示装置１００の第３の実施例に係る処理手順をフローチャートの形
式で示している。
【０１０７】
　制御部５０１は、所定の時間帯が到来するまで、処理の開始を待機する（ステップＳ１
２０１のＮｏ）。ここで言う所定の時間帯とは、対象となる環境因子が人体に与える影響
が大きくなる時間帯（又は、季節）のことである。例えば、環境因子として紫外線や光化
学スモッグを扱う場合には、日差しが強い正午や西日の強い夕方などの時間帯に相当する
。所定の時間帯が到来するまでの間、制御部５０１若しくは画像表示装置１００は、少な
くとも一部の機能を停止させたスリープ状態に移行して、低消費電力化を図るようにして
もよい。
【０１０８】
　所定の時間帯内で（ステップＳ１２０１のＹｅｓ）、一定時間が経過する度に（ステッ
プＳ１２０２のＹｅｓ）、状態情報取得部５０４は、当該画像表示装置１００又はこれを
装着するユーザーの位置並びに姿勢に関する状態情報を取得し（ステップＳ１２０３）、
位置又は姿勢が前回から変化したかどうかをチェックする（ステップＳ１２０４）。なお
、最初にステップＳ１２０３を実行するとき（すなわち、前回の位置並びに姿勢の情報が
ないとき）には、変化が検知されたもの（すなわち、ステップＳ１２０４のＹｅｓ）とし
て扱う。
【０１０９】



(19) JP 2014-178982 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

　当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢の変化が検知され
なければ（ステップＳ１２０４のＮｏ）、ステップＳ１２０１に戻り、所定の時間帯内で
次に一定時間が経過するまで待機する。
【０１１０】
　一方、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢の変化が検
知されたときには（ステップＳ１２０４のＹｅｓ）、環境情報取得部５１６が、当該画像
表示装置１００又はこれを装着するユーザーの紫外線被曝量など、環境情報を取得する（
ステップＳ１２０５）。次いで、制御部５０１は、環境情報を処理すると、位置並びに姿
勢に関する状態情報に対応付けて記憶部５０６などに保存しておく（ステップＳ１２０６
）。
【０１１１】
　そして、所定の期間内において、あらかじめ設定した回数だけ環境情報を取得したかど
うかをチェックする（ステップＳ１２０７）。まだ、あらかじめ設定した回数だけ環境情
報を取得していないときには（ステップＳ１２０７のＮｏ）、ステップＳ１２０１に戻り
、所定の期間内で環境情報の取得を引き続き行なう。
【０１１２】
　あらかじめ設定した回数だけ環境情報を取得したときには（ステップＳ１２０７のＹｅ
ｓ）、すなわち、位置又は姿勢が異なる所定の個数分の環境情報を取得できたときには、
制御部５０１は、これまでに取得した情報を解析して、当該画像表示装置１００又はこれ
を装着するユーザーの周囲環境における環境因子の強度分布をとる。そして、制御部５０
１は、環境因子の強度分布に基づいて、人体に悪影響を与える環境因子に関しては環境因
子が低減する方向、又は、人体によい影響を与える環境因子に関しては環境因子が増大す
る方向を割り出す（ステップＳ１２０８）。例えば、日差しの強い正午や西日の強い夕方
などの時間帯で、紫外線や光化学スモッグがユーザーに与える影響を増大する方向を割り
出す。
【０１１３】
　次いで、制御部５０１は、割り出した方向に基づいて、環境因子がユーザーに与える影
響が低減し又は増大する状態となるようにユーザーを誘導するための誘導情報を生成する
と（ステップＳ１２０９）、この誘導情報を表示部５０９に例えばサブ画面（図７を参照
のこと）として表示する（ステップＳ１２１０）。誘導情報には、誘導を行なう時間帯に
関する情報を含めるようにしてもよい。誘導情報をさらに外側表示部５１５にも表示する
ようにしてもよい。
【０１１４】
　そして、誘導情報を所定の表示期間だけ表示し終えると（ステップＳ１２１１のＹｅｓ
）、誘導情報の表示を表示部５０９の画面から消した後（ステップＳ１２１２）、ステッ
プＳ１２０１に戻り、所定の時間帯内で、上記の処理を繰り返し実行する。
【０１１５】
　第３の実施例によれば、画像表示装置１００は、とりわけ環境因子が人体に与える影響
が大きくなる時間帯（又は、季節）において、環境因子に関する情報をリアルタイムに取
得して、環境因子がユーザーに与える影響が低減し又は増大する状態となるようにユーザ
ーを誘導するための誘導情報をタイムリーに提示することができる。
【０１１６】
　また、とりわけ重要な時間帯で、誘導情報はユーザーの視界に重ね合わせて表示される
ので、ユーザーは、環境因子から受ける影響を低減し又は増大するために適切な行動を瞬
時にとることができる。また、ユーザーは、不要な時間帯で、効果の低い誘導情報を受け
取ることはなくなる。
【実施例４】
【０１１７】
　本実施例では、制御部５０１は、状態情報取得部５０４から入力する時間情報に基づい
て、対象となる環境因子が人体に与える影響が大きくなる時間帯（又は、季節）に限定し
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て、環境因子の解析と誘導情報の提示を行なう点に特徴がある。例えば、環境因子として
紫外線や光化学スモッグを扱う場合には、日差しが強い正午や西日の強い夕方などの時間
帯に限定して、制御部５０１は環境因子の解析と誘導情報の提示を行なう。また、画像表
示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢の変化だけでなく、温度の変化
も考慮して環境情報を取得する点で、上記の第３の実施例とは相違する。
【０１１８】
　図１３には、画像表示装置１００の、第４の実施例に係る機能的構成を模式的に示して
いる。
【０１１９】
　状態情報取得部５０４は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの現在
の状態として、現在位置並びに姿勢の情報を取得して、制御部５０１に出力する。
【０１２０】
　また、状態情報取得部５０４は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザー
が置かれている場所での温度（気温）を取得して、制御部５０１に出力する。
【０１２１】
　また、状態情報取得部５０４は、現在時刻の情報を取得して、制御部５０１に出力する
。
【０１２２】
　一方、環境情報取得部５１６は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザー
が現在浴びている電磁波（紫外線、ブルーライト、電波など）、熱線（赤外線）、放射線
、一酸化炭素や二酸化炭素、酸素、窒素化合物（ニコチン）、窒素酸化物や炭化水素、粒
子状物質、光化学スモッグ、花粉、ハウスダスト、マイナスイオンなどの環境因子の情報
を取得して、制御部５０１に出力する。
【０１２３】
　制御部５０１は、現在時刻が所定の時間帯内かどうかを判定する。そして、制御部５０
１は、所定の時間帯内において、状態情報取得部５０４が取得したユーザーの状態と、環
境情報取得部５１６が取得した環境因子の情報に基づいて、当該画像表示装置１００又は
これを装着するユーザーの周囲環境における環境因子の強度分布をとる。次いで、制御部
５０１は、その解析結果に基づいて、環境因子から受ける影響を低減し又は増大するため
の状態へとユーザーを誘導する誘導情報を生成する。例えば、人体の健康などに悪影響を
与える環境因子の場合には、環境因子から受ける影響を低減するための状態へユーザーを
誘導する誘導情報を生成し、逆に人体の健康などによい影響を与える環境因子の場合には
、環境因子から受ける影響を増大するための状態へとユーザーを誘導する誘導情報を生成
する。
【０１２４】
　そして、制御部５０１は、生成した誘導情報を、表示部５０９に画面表示する。または
、画面表示に代えて、あるいは、画面表示とともに、誘導情報を音声入出力部５１４から
音声出力するようにしてもよい。また、外側表示部５１５にも誘導情報を表示して、周囲
にいる他ユーザーと誘導情報を共有するようにしてもよい。
【０１２５】
　図１４には、画像表示装置１００の第４の実施例に係る処理手順をフローチャートの形
式で示している。
【０１２６】
　制御部５０１は、所定の時間帯が到来するまで、処理の開始を待機する（ステップＳ１
４０１のＮｏ）。ここで言う所定の時間帯とは、対象となる環境因子が人体に与える影響
が大きくなる時間帯（又は、季節）のことである。例えば、環境因子として紫外線や光化
学スモッグを扱う場合には、日差しが強い正午や西日の強い夕方などの時間帯に相当する
。所定の時間帯が到来するまでの間、制御部５０１若しくは画像表示装置１００は、スリ
ープ状態に移行して、低消費電力化を図るようにしてもよい。
【０１２７】
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　所定の時間帯内で（ステップＳ１４０１のＹｅｓ）、一定時間が経過する度に（ステッ
プＳ１４０２のＹｅｓ）、状態情報取得部５０４は、当該画像表示装置１００又はこれを
装着するユーザーの位置並びに姿勢に関する状態情報を取得し（ステップＳ１４０３）、
位置又は姿勢が前回から変化したかどうかをチェックする（ステップＳ１４０４）。なお
、最初にステップＳ１４０３を実行するとき（すなわち、前回の位置並びに姿勢の情報が
ないとき）には、変化が検知されたもの（すなわち、ステップＳ１４０４のＹｅｓ）とし
て扱う。
【０１２８】
　当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢の変化が検知され
ないときには（ステップＳ１４０４のＮｏ）、状態情報取得部５０４は、当該画像表示装
置１００又はこれを装着するユーザーが置かれている場所での温度（気温）を取得し（ス
テップＳ１４０５）、温度が変化したかどうかをさらにチェックする（ステップＳ１４０
６）。ここで、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢の変
化が検知されず、さらに温度の変化もなければ（ステップＳ１４０６のＮｏ）、ステップ
Ｓ１４０１に戻り、所定の時間帯内で次に一定時間が経過するまで待機する。
【０１２９】
　一方、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢の変化が検
知されたときには（ステップＳ１４０４のＹｅｓ）、環境情報取得部５１６が、当該画像
表示装置１００又はこれを装着するユーザーの紫外線被曝量など、環境情報を取得する（
ステップＳ１４０７）。
【０１３０】
　また、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢が変化して
いなくても（ステップＳ１４０４のＮｏ）、温度の変化が検出されたときには（ステップ
Ｓ１４０６のＹｅｓ）、温度の変化により環境因子が及ぼす影響も変化すると想定される
ので、環境情報取得部５１６は環境情報を取得する（ステップＳ１４０７）。
【０１３１】
　次いで、制御部５０１は、環境情報を処理すると、位置並びに姿勢に関する状態情報、
温度に対応付けて記憶部５０６などに保存しておく（ステップＳ１４０８）。
【０１３２】
　そして、所定の期間内において、あらかじめ設定した回数だけ環境情報を取得したかど
うかをチェックする（ステップＳ１４０９）。まだ、あらかじめ設定した回数だけ環境情
報を取得していないときには（ステップＳ１４０９のＮｏ）、ステップＳ１４０２に戻り
、所定の期間内で環境情報の取得を引き続き行なう。
【０１３３】
　所定の時間帯内であらかじめ設定した回数だけ環境情報を取得したときには（ステップ
Ｓ１４０９のＹｅｓ）、すなわち、位置又は姿勢が異なる所定の個数分の環境情報を取得
できたときには、制御部５０１は、これまでに取得した情報を解析して、当該画像表示装
置１００又はこれを装着するユーザーの周囲環境における環境因子の強度分布をとる。そ
して、制御部５０１は、所定の期間内での環境因子の強度分布に基づいて、人体に悪影響
を与える環境因子に関しては環境因子が低減する方向、又は、人体によい影響を与える環
境因子に関しては環境因子が増大する方向を割り出す（ステップＳ１４１０）。例えば、
日差しの強い正午や西日の強い夕方などの時間帯で、紫外線や光化学スモッグがユーザー
に与える影響を増大する方向を割り出す。
【０１３４】
　次いで、制御部５０１は、割り出した方向に基づいて、所定の時間帯内で、環境因子が
ユーザーに与える影響が低減し又は増大する状態となるようにユーザーを誘導するための
誘導情報を生成すると（ステップＳ１４１１）、この誘導情報を表示部５０９に例えばサ
ブ画面（図７を参照のこと）として表示する（ステップＳ１４１２）。誘導情報には、誘
導を行なう時間帯に関する情報を含めるようにしてもよい。誘導情報をさらに外側表示部
５１５にも表示するようにしてもよい。
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【０１３５】
　そして、誘導情報を所定の表示期間だけ表示し終えると（ステップＳ１４１３のＹｅｓ
）、誘導情報の表示を表示部５０９の画面から消した後（ステップＳ１４１４）、ステッ
プＳ１４０１に戻り、所定の時間帯内で、上記の処理を繰り返し実行する。
【０１３６】
　第４の実施例によれば、画像表示装置１００は、とりわけ環境因子が人体に与える影響
が大きくなる時間帯（又は、季節）において、環境因子に関する情報をリアルタイムに取
得して、環境因子がユーザーに与える影響が低減し又は増大する状態となるようにユーザ
ーを誘導するための誘導情報をタイムリーに提示することができる。
【０１３７】
　また、とりわけ重要な時間帯で、誘導情報はユーザーの視界に重ね合わせて表示される
ので、ユーザーは、環境因子から受ける影響を低減し又は増大するために適切な行動を瞬
時にとることができる。また、ユーザーは、不要な時間帯で、効果の低い誘導情報を受け
取ることはなくなる。
【実施例５】
【０１３８】
　上述した第１乃至第４の実施例では、画像表示装置１００は、リアルタイムで取得した
環境情報に基づいて、環境因子がユーザーに与える影響が低減し又は増大する状態となる
ようにユーザーを誘導するための誘導情報を生成し、ユーザーに提示するものである。
【０１３９】
　これに対し、第５の実施例では、画像表示装置１００は、環境情報をリアルタイムでは
取得せず、過去に取得した環境情報に基づいて誘導情報を生成し、提示するようになって
いる。すなわち、画像表示装置１００は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユ
ーザーのさまざまな状態（位置並びに姿勢、温度、時間帯）での環境情報を多数取得し、
記憶部５０６などに既に蓄積している。画像表示装置１００は、現在の状態と一致する（
又は、類似する）状態下で過去に取得された環境情報を所定の回数分だけ読み出すと、こ
れら読み出した情報に基づいて、環境因子がユーザーに与える影響を低減する方向、又は
、環境因子がユーザーに与える影響を増大する方向を割り出す。そして、環境因子がユー
ザーに与える影響が低減し又は増大する状態となるようにユーザーを誘導するための誘導
情報を生成し、この誘導情報を表示部５０９に例えばサブ画面（図７を参照のこと）とし
て表示する。
【０１４０】
　図１５には、画像表示装置１００の、第５の実施例に係る機能的構成を模式的に示して
いる。
【０１４１】
　状態情報取得部５０４は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの現在
の状態として、現在位置並びに姿勢の情報を取得して、制御部５０１に出力する。
【０１４２】
　また、状態情報取得部５０４は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザー
が置かれている場所での温度（気温）を取得して、制御部５０１に出力する。
【０１４３】
　また、状態情報取得部５０４は、現在時刻の情報を取得して、制御部５０１に出力する
。
【０１４４】
　外側カメラ５１２は、画像表示装置１００の周囲画像を撮影して、制御部５０１に出力
する。例えば、状態情報取得部５０４で検出したユーザーの視線方向に合わせて外側カメ
ラ５１２のパン、チルト、ロール方向の姿勢制御を行なうことで、外側カメラ５１２でユ
ーザーの自分目線の画像すなわちユーザーの視線方向の画像を撮影することができる。
【０１４５】
　一方、環境情報取得部５１６は、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザー
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が現在浴びている電磁波（紫外線、ブルーライト、電波など）、熱線（赤外線）、放射線
、一酸化炭素や二酸化炭素、酸素、窒素化合物（ニコチン）、窒素酸化物や炭化水素、粒
子状物質、光化学スモッグ、花粉、ハウスダスト、マイナスイオンなどの環境因子の情報
を取得して、制御部５０１に出力する。
【０１４６】
　記憶部５０６は、過去に取得した環境因子の情報を、取得時の状態（例えば、当該画像
表示装置１００又はこれを装着したユーザーの位置又は姿勢、温度、時間帯、周囲画像な
ど）と対応付けて保存している。
【０１４７】
　制御部５０１は、現在の状態と一致する（又は、類似する）状態下で過去に取得された
環境情報を所定の回数分だけ読み出すと、これら読み出した情報に基づいて、当該画像表
示装置１００又はこれを装着するユーザーの周囲環境における環境因子の強度分布をとる
。次いで、制御部５０１は、その解析結果に基づいて、環境因子がユーザーに与える影響
を低減する方向、又は、環境因子がユーザーに与える影響を増大する方向を割り出して、
環境因子がユーザーに与える影響が低減し又は増大する状態となるようにユーザーを誘導
するための誘導情報を生成する。例えば、人体の健康などに悪影響を与える環境因子の場
合には、環境因子から受ける影響を低減するための状態へユーザーを誘導する誘導情報を
生成し、逆に人体の健康などによい影響を与える環境因子の場合には、環境因子から受け
る影響を増大するための状態へとユーザーを誘導する誘導情報を生成する。
【０１４８】
　そして、制御部５０１は、生成した誘導情報を、表示部５０９に画面表示する。または
、画面表示に代えて、あるいは、画面表示とともに、誘導情報を音声入出力部５１４から
音声出力するようにしてもよい。また、外側表示部５１５にも誘導情報を表示して、周囲
にいる他ユーザーと誘導情報を共有するようにしてもよい。
【０１４９】
　図１６には、画像表示装置１００の第５の実施例に係る処理手順をフローチャートの形
式で示している。図示の処理手順は、例えばユーザーから誘導情報の提示が要求されたこ
とに応答して起動する。
【０１５０】
　まず、制御部５０１は、画像表示装置１００又はこれを装着するユーザーの現在の状態
に関する情報を取得する（ステップＳ１６０１）。ここで言う状態に関する情報として、
状態情報取得部５０４が取得する、当該画像表示装置１００又はこれを装着するユーザー
の位置並びに姿勢、温度（気温）、時間情報（現在時刻）や、外側カメラ５１２が撮影す
る周囲画像のうちいずれか１つ、又はこれらのうち２以上の組み合わせからなる。
【０１５１】
　そして、制御部５０１は、記憶部５０６に保存されている環境情報を１ずつ読み出し（
ステップＳ１６０２）、それに対応付けられた状態と、ステップＳ１６０１で取得した現
在の状態との相関をチェックする（ステップＳ１６０３）。そして、現在の状態と相関の
高い環境情報を保持するという処理を（ステップＳ１６０４のＹｅｓ、Ｓ１６０５）、環
境情報が所定の個数分だけ貯まるまで（ステップＳ１６０６のＮｏ）、繰り返し実行する
。
【０１５２】
　環境情報が所定の個数分だけ貯まると（ステップＳ１６０６のＹｅｓ）、次いで、制御
部５０１は、所定の個数分の環境情報を解析して、当該画像表示装置１００又はこれを装
着するユーザーの周囲環境における環境因子の強度分布をとる。そして、制御部５０１は
、環境因子の強度分布に基づいて、人体に悪影響を与える環境因子に関しては環境因子が
低減する方向、又は、人体によい影響を与える環境因子に関しては環境因子が増大する方
向を割り出す（ステップＳ１６０７）。
【０１５３】
　次いで、制御部５０１は、割り出した方向に基づいて、所定の時間帯内で、環境因子が
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ユーザーに与える影響が低減し又は増大する状態となるようにユーザーを誘導するための
誘導情報を生成すると（ステップＳ１６０８）、この誘導情報を表示部５０９に例えばサ
ブ画面（図７を参照のこと）として表示する（ステップＳ１６０９）。誘導情報には、ど
のような状態で取得した環境因子に基づくかを示す情報を含めるようにしてもよい。誘導
情報をさらに外側表示部５１５にも表示するようにしてもよい。
【０１５４】
　そして、誘導情報を所定の表示期間だけ表示し終えると（ステップＳ１６１０のＹｅｓ
）、誘導情報の表示を表示部５０９の画面から消した後（ステップＳ１６１１）、ステッ
プＳ１６０１に戻り、所定の時間帯内で、上記の処理を繰り返し実行する。
【実施例６】
【０１５５】
　上述した第１乃至第５の実施例では、１台の画像表示装置１００が単独で環境情報の収
集を行なうことを想定している。このため、画像表示装置１００を装着したユーザーが初
めて訪れた場所など、未経験の状態に置かれたときには、即座に誘導情報を提示すること
はできず、現在の状態で所定の回数だけ環境情報を取得する処理を実行した後でなければ
、環境因子がユーザーに与える影響を低減又は増大する方向を割り出して、誘導情報を提
示することはできない。
【０１５６】
　これに対し、第６の実施例では、画像表示装置１００が、現在の自分の状態と相関のあ
る環境情報を、通信部５０５などを介して外部から収集するようになっている。したがっ
て、画像表示装置１００を装着したユーザーが初めて訪れた場所など、単独では十分な環
境情報をまだ取得できていない場所であっても、所定の個数分の環境情報を、ネットワー
クなどを経由して取得することにより、即座に誘導情報を提示することができる。
【０１５７】
　図１７には、複数の画像表示装置からなる通信システム１７００の構成を模式的に示し
ている。各画像表示装置１７０１、１７０２、…は、基本的には図５に示した構成を装備
し、それぞれユーザーが頭部又は顔部に装着して用いられるヘッド・マウント・ディスプ
レイである。
【０１５８】
　通信システム１７００は、例えばＩＥＥＥ８０２．１１ｓで規定されるメッシュ・ネッ
トワークである。各画像表示装置１７０１、１７０２、…はノードに相当し、ポイント・
ツー・ポイントで接続して（同図中、点線で表示）、各々が取得した環境情報を交換し合
い、あるいは、共有することができる。その際、画像表示装置１７０１、１７０２、…は
、位置又は姿勢情報など状態に関する情報を付帯させるようにしてもよい。また、各画像
表示装置１７０１、１７０２、…は、単数又は複数のアンテナを備え、その指向性を機械
的又は電気的に変化させて、通信相手が到来方向や位置を推定できるようにしてもよい。
【０１５９】
　図１８には、図１７に示した通信システム１７００内で、ある画像表示装置１７０１、
１７０２、…が実施する処理手順をフローチャートの形式で示している。
【０１６０】
　まず、画像表示装置は、当該画像表示装置又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢
など、現在の状態を取得し（ステップＳ１８０１）、続いて、環境情報を取得する（ステ
ップＳ１８０２）。取得した環境情報は、ステップＳ１８０１で取得した状態の情報と対
応付けて保存しておく。
【０１６１】
　自分の通信可能範囲に存在する各画像表示装置と、例えばポイント・ツー・ポイントで
順次接続して、状態の情報と対応付けられた環境情報を交換し合う（ステップＳ１８０３
）。その際、ステップＳ１８０１、Ｓ１８０２でリアルタイムに取得した情報だけでなく
、保存しておいた過去の情報も併せて交換するようにしてもよい。
【０１６２】
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　画像表示装置は、受け取った環境情報に対応付けられた状態と、ステップＳ１８０１で
取得した現在の状態との相関をチェックする（ステップＳ１８０４）。そして、自分の現
在の状態と相関の高い環境情報を保持するという処理を（ステップＳ１８０５のＹｅｓ、
Ｓ１８０６）、環境情報が所定の個数分だけ貯まるまで（ステップＳ１８０７のＮｏ）、
繰り返し実行する。
【０１６３】
　環境情報が所定の個数分だけ貯まると（ステップＳ１８０７のＹｅｓ）、次いで、画像
表示装置は、所定の個数分の環境情報を解析して、当該画像表示装置又はこれを装着する
ユーザーの周囲環境における環境因子の強度分布をとる。そして、環境因子の強度分布に
基づいて、人体に悪影響を与える環境因子に関しては環境因子が低減する方向、又は、人
体によい影響を与える環境因子に関しては環境因子が増大する方向を割り出す（ステップ
Ｓ１８０８）。
【０１６４】
　次いで、画像表示装置は、割り出した方向に基づいて、所定の時間帯内で、環境因子が
ユーザーに与える影響が低減し又は増大する状態となるようにユーザーを誘導するための
誘導情報を生成すると（ステップＳ１８０９）、この誘導情報を表示部５０９に例えばサ
ブ画面（図７を参照のこと）として表示する（ステップＳ１８１０）。誘導情報をさらに
外側表示部５１５にも表示するようにしてもよい。
【０１６５】
　そして、誘導情報を所定の表示期間だけ表示し終えると（ステップＳ１８１１のＹｅｓ
）、画像表示装置は、誘導情報の表示を表示部５０９の画面から消した後（ステップＳ１
８１２）、ステップＳ１８０１に戻り、所定の時間帯内で、上記の処理を繰り返し実行す
る。
【０１６６】
　図１９には、図１７の変形例に係る通信システム１９００の構成を模式的に示している
。図示の通信システム１９００は、上述した通信システム１７００と同様にメッシュ・ネ
ットワークとして構成される。但し、図１７に示した通信システム１７００では画像表示
装置１７０１、１７０２、…のみがノードとなるのに対し、図１９に示した通信システム
１９００では、画像表示装置１９０１、１９０２、…の他に、いずれかのユーザーが携帯
するスマートフォンなどの多機能情報端末１９１１や乗用車１９１２などの移動体装置に
ノードが設置され、さらには街角１９２１や公園１９２２など特定の場所にノードが固定
されている。いずれにせよ、ノードとなる画像表示装置１９０１、１９０２、…は、図１
８に示した処理手順に従って、環境因子がユーザーに与える影響を低減し又は増大するよ
うに誘導するための誘導情報をユーザーに提示することができる。
【実施例７】
【０１６７】
　第６の実施例では、画像表示装置１００は、現在の自分の状態と相関のある環境情報を
、単独では十分な環境情報をまだ取得できていない場所でも、メッシュ・ネットワークを
利用したポイント・ツー・ポイント形式の通信により、外部装置から環境情報を取得する
ようになっている。この場合、画像表示装置１００を装着したユーザーが初めて訪れた場
所でも、早いタイミングで必要な所定個数分の環境情報を収集することができる。しかし
ながら、画像表示装置１００が環境情報を収集できる範囲は通信可能範囲に限られる。ま
た、所定個数分の環境情報を取得するには、通信可能範囲内の各ノードとポイント・ツー
・ポイントで順次接続しなければならず、通信負荷が大きい。
【０１６８】
　これに対し、第７の実施例では、図２０に示すように、各画像表示装置２００１、２０
０２、…や、いずれかのユーザーが携帯するスマートフォンなどの多機能情報端末２０１
１や乗用車２０１２などの移動体装置に設置されたノード、さらには街角２０２１や公園
２０２２など公共の場所に固定されたノードの各々で取得した環境情報を、例えばクラウ
ド２０３０上に設置されたサーバー２０３１上で一元管理するように構成されている。
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【０１６９】
　サーバー２０３１は、収集した環境情報を、各画像表示装置２００１、２００２、…を
始め各ノードに提供する。したがって、各ノード２００１、２００２、…は、自分が取得
した環境情報をサーバー２０３１にアップロードすることで、ノード２００１、２００２
、…間で環境情報を共有することができる。
【０１７０】
　また、サーバー２０３１は、環境情報を各ノード２００１、２００２、…から収集する
際に、紫外線や電磁波などの環境因子を測定した際の位置や姿勢、時刻又は時間帯、温度
、天候などの状態情報を併せて取得し、状態情報と対応付けて環境情報をデータベース管
理する。このような場合、各ノード２００１、２００２、…は、現在の自分の状態情報を
サーバー２０３１に照会することによって、誘導情報を生成するために必要な所定個数分
の環境情報をサーバー２０３０から即座に取得することができる。また、各ノード２００
１、２００２、…は、サーバー２０３１を介して、自分の通信可能範囲以外の場所の環境
情報を取得することができる。また、他のノードとポイント・ツー・ポイントで順次接続
しなくてもよいので、通信負荷が軽減される。
【０１７１】
　図２１には、図２０に示した通信システム２０００内で、ある画像表示装置２００１、
２００２、…が実施する処理手順をフローチャートの形式で示している。但し、図示の処
理手順は、画像表示装置２００１、２００２、…を始めとする各ノードが取得した環境情
報を既にサーバー２０３１にアップロードしていることを前提とする。
【０１７２】
　画像表示装置は、当該画像表示装置又はこれを装着するユーザーの位置又は姿勢、時刻
、温度、天候など、現在の状態を取得すると（ステップＳ２１０１）、この状態情報を基
にサーバー２０３１に照会する（ステップＳ２１０２）。そして、画像表示装置は、サー
バー２０３１から提供される、現在の状態情報に該当する所定の個数分の環境情報を取得
することができる（ステップＳ２１０３）。
【０１７３】
　次いで、画像表示装置は、所定の個数分の環境情報を解析して、当該画像表示装置又は
これを装着するユーザーの周囲環境における環境因子の強度分布をとる。そして、環境因
子の強度分布に基づいて、人体に悪影響を与える環境因子に関しては環境因子が低減する
方向、又は、人体によい影響を与える環境因子に関しては環境因子が増大する方向を割り
出す（ステップＳ２１０４）。
【０１７４】
　次いで、画像表示装置は、割り出した方向に基づいて、所定の時間帯内で、環境因子が
ユーザーに与える影響が低減し又は増大する状態となるようにユーザーを誘導するための
誘導情報を生成すると（ステップＳ２１０５）、この誘導情報を表示部５０９に例えばサ
ブ画面（図７を参照のこと）として表示する（ステップＳ２１０６）。誘導情報をさらに
外側表示部５１５にも表示するようにしてもよい。
【０１７５】
　そして、誘導情報を所定の表示期間だけ表示し終えると（ステップＳ２１０７のＹｅｓ
）、画像表示装置は、誘導情報の表示を表示部５０９の画面から消した後（ステップＳ２
１０８）、ステップＳ１８０１に戻り、所定の時間帯内で、上記の処理を繰り返し実行す
る。
【０１７６】
　第７の実施例では、サーバー２０３１を活用することで、画像表示装置は、誘導情報を
ユーザーに提示する際に、必要な環境情報を低い通信負荷で即座に取得することができる
。
【実施例８】
【０１７７】
　上述した第１乃至第７の実施例では、状態が一致若しくは近似する単一の地点における
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誘導情報をユーザーに提示するものである。このような場合、あるスタート地点からゴー
ル地点まで移動中のユーザーに対しては、経路上の地点毎に、環境因子がユーザーに与え
る影響を低減し又は増大するように誘導する誘導情報が提示されることになる。このため
、ユーザーは、経路上の各地点では、環境因子から受ける影響を低減し又は増大するよう
な行動をとることはできるが（例えば、環境因子から逃れる方向に移動し、又は、環境因
子を浴びる方向に移動する）、そのような行動をとった結果として、経路から外れたり経
路を逆方向に進んだりすることになるケースも想定される。すなわち、地点毎の環境情報
を提示する誘導情報に従った行動は、移動とは相容れない場合がある。
【０１７８】
　これに対し、第８の実施例では、複数の地点で取得された環境情報を地図などの上に２
次元的にマッピングして、経路上で環境因子からの影響を低減又は増大するようにユーザ
ーを誘導する誘導情報を提示するようになっている。したがって、ユーザーは、２次元状
にマッピングされた誘導情報を参照することで、環境因子から受ける影響を低減し又は増
大するような次の移動方向又は移動地点を、ゴール地点に向かうことを考慮しながら決定
することができる。
【０１７９】
　例えば、紫外線のような測定時刻や天候に大きく影響される環境因子に関する誘導情報
を提示する場合には、現在の時刻や天候と一致し若しくは近似する状態情報に対応付けら
れた環境情報を地図などの２次元平面上にマッピングして、誘導情報を生成することが好
ましい。
【０１８０】
　また、誘導情報の生成時に、ユーザーのスタート地点とゴール地点が分かっている場合
には、そのスタート地点とゴール地点を含んだ（若しくは、経路が途切れない）縮尺の地
図などの２次元平面からなる誘導情報を生成すると、ユーザーにとってより見易いものと
なる。
【０１８１】
　地図などの２次元平面上に環境因子の強度分布をマッピングする誘導情報を、単一のユ
ーザーが得た環境情報から生成する方法と、２以上のユーザーから得た環境情報に基づい
て生成する方法が考えられる。
【０１８２】
　前者の、単一のユーザーが得た環境情報から誘導情報を生成する方法では、例えば上記
の第５の実施例と同様に、記憶部５０６などに既に蓄積されている過去の環境情報を用い
る。但し、この場合、収集された環境情報の個数が乏しく、現在の時刻や天候などの状態
情報が一致若しくは近似する環境情報が得られていない地点が経路上に存在することが想
定される。そこで、該当する環境情報が得られていない地点では、周囲の地点で既に得ら
れている環境情報を用いて補間処理を行なうことが好ましい。
【０１８３】
　なお、特定の１箇所に設置された観測所で計測された環境情報を利用して２次元マッピ
ングした誘導情報を生成する場合も、現在の時刻や天候などの状態情報と一致又は近似す
る環境情報が得られていない地点があることが想定される。したがって、上記と同様に、
補間処理を行なうことが好ましい。
【０１８４】
　図２２には、特定の観測所で計測された環境情報に基づいて各地点の環境情報を補間処
理して、２次元平面上にマッピングした誘導情報を生成する様子を図解している。
【０１８５】
　図２２Ａには、晴天の日にユーザーがスタート地点Ａからゴール地点Ｂまで、参照番号
２２０１で示す経路で移動したときに、観測所Ｃで測定された経路２２０１上の各地点の
環境因子の強度を示している。ここでは、環境因子として、例えば紫外線を想定しており
、測定結果の指標値を該当する地点に表示している。
【０１８６】
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　また、図２２Ｂには、曇りの日にユーザーがスタート地点Ａからゴール地点Ｂまで、参
照番号２２０２で示す経路で移動したときに、観測所Ｃで測定された経路２２０２上の各
地点の環境因子の強度を示している。
【０１８７】
　また、図２２Ｃには、図２２Ａ及び図２２Ｂに示した観測所Ｃでの測定結果に基づいて
、各地点の環境因子の強度を補間して、２次元平面上にマッピングした様子を示している
。なお、各地点の環境因子の強度を、図示のように指標値で表す以外に、色や濃淡、強弱
を表すアイコンを表示する方法などが考えられる。
【０１８８】
　一方、後者の、複数のユーザーから得た環境情報に基づいて生成する方法では、例えば
図１７や図１９に示すように他のユーザーからポイント・ツー・ポイント形式の通信によ
り収集したり、図２０に示したように特定のサーバーで一元管理する複数ユーザーの環境
情報を利用したりする。勿論、現在の時刻や天候などの状態情報と一致又は近似する環境
情報が得られていない地点では、上記と同様に補間処理が必要である。
【０１８９】
　図２３には、他の複数のユーザーからの環境情報に基づいて２次元平面上にマッピング
した誘導情報を生成する様子を図解している。図示の例では、説明の簡素化のため、二人
の他ユーザーＰ及びＱから取得した環境情報に基づいて、ユーザー本人の誘導情報を生成
するものとする。
【０１９０】
　ユーザー本人は、図２３Ａに示すように、スタート地点Ａからゴール地点までの予定し
ている経路２３０１を、例えば入力操作部５０２や音声入力を介して、自分が装着してい
る画像表示装置１００に入力する。
【０１９１】
　一方、画像表示装置１００本体は、例えば通信部５０５を介して、他ユーザーで取得さ
れた環境情報を、参考値として取得する。例えば、ユーザー本人が入力した予定経路と同
じ又は類似する経路２３０２を持つ他ユーザーＰから参考値とする環境情報（図２３Ｂを
参照のこと）を取得したり、経路自体は類似しないが、ユーザー本人の予定経路付近の経
路（例えば、予定経路を横切る経路）２３０３を持つ他ユーザーＱから、参考値とする環
境情報（図２３Ｃを参照のこと）を取得したりする。
【０１９２】
　画像表示装置１００が他ユーザーＰ及びＱから環境情報を取得する方法として、例えば
メッシュ・ネットワークを利用して他ユーザーＰ及びＱがそれぞれ装着する画像表示装置
からポイント・ツー・ポイント通信で取得する方法や、他ユーザーＰ及びＱがそれぞれ装
着する画像表示装置からアップロードされた環境情報を管理するサーバーからダウンロー
ドする方法が挙げられる。
【０１９３】
　そして、画像表示装置１００は、図２３Ｂ及び図２３Ｃに示した環境情報に基づいて、
ユーザー本人の予定経路２３０１上の各地点の環境因子の強度を補間して、図２３Ｄに示
すように、２次元平面上にマッピングする。なお、各地点の環境因子の強度を、図示のよ
うに指標値で表す以外に、色や濃淡、強弱を表すアイコンを表示する方法などが考えられ
る。
【０１９４】
　このように第８の実施例によれば、ユーザーは、２次元状にマッピングされた誘導情報
を参照することで、環境因子から受ける影響を低減し又は増大するような次の移動方向又
は移動地点を、ゴール地点に向かうことを考慮しながら決定することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１９５】
【特許文献１】特開２００６－２７５７２０号公報
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【特許文献２】特開２０１１－２０３１３７号公報
【特許文献３】特開２０１１－１８７０３０号公報
【特許文献４】特開２０９９－１４５０５９号公報
【特許文献５】特開２０１１－２７５３号公報
【産業上の利用可能性】
【０１９６】
　以上、特定の実施形態を参照しながら、本明細書で開示する技術について詳細に説明し
てきた。しかしながら、本明細書で開示する技術の要旨を逸脱しない範囲で当業者が該実
施形態の修正や代用を成し得ることは自明である。
【０１９７】
　ユーザーが頭部又は顔部に装着して用いる画像表示装置は、遮光性のタイプと透過性の
タイプに分類することができるが、本明細書で開示する技術はこれらのいずれのタイプに
も適用することができる。また、この種の画像表示装置は、左右両方の眼に表示部を備え
た両眼タイプと、左右いずれか一方にのみ表示部を備えた単眼タイプに分類することがで
きるが、本明細書で開示する技術はこれらのいずれのタイプにも適用することができる。
勿論、ユーザーの頭部や顔部に装着しないタイプの多機能端末など（例えば、スマートフ
ォンなどの携帯電話やタブレット端末、電子書籍、携帯型音楽プレーヤー）に対しても本
明細書で開示する技術を適用することで、同様にユーザーを取り巻く環境因子の情報を好
適に表示できるようになる。
【０１９８】
　要するに、例示という形態により本明細書で開示する技術について説明してきたのであ
り、本明細書の記載内容を限定的に解釈するべきではない。本明細書で開示する技術の要
旨を判断するためには、特許請求の範囲を参酌すべきである。
【０１９９】
　なお、本明細書の開示の技術は、以下のような構成をとることも可能である。
（１）環境情報を取得する環境情報取得部と、
　状態情報を取得する状態情報取得部と、
　状態毎に取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて、環境から受ける影響が低減又
は増大する状態に誘導するための誘導情報を生成する誘導情報生成部と、
　前記誘導情報を提示する提示部と、
を具備する、頭部又は顔部に装着型の画像表示装置。
（２）前記環境情報取得部は、前記画像表示装置本体又は前記画像表示装置を装着したユ
ーザーが浴びる、電磁波（紫外線、ブルーライト、電波など）、熱線（赤外線）、放射線
、一酸化炭素、二酸化炭素、酸素、窒素酸化物、窒素化合物（ニコチン）、炭化水素、粒
子状物質、光化学スモッグ、花粉、ハウスダスト、又はマイナスイオンのうち少なくとも
１つの環境因子に関する情報を取得する、
上記（１）に記載の画像表示装置。
（３）前記誘導情報生成部は、前記画像表示装置又は前記画像表示装置を装着するユーザ
ーに悪影響を与える環境因子が低減する状態に誘導するための誘導情報、又は、よい影響
を与える環境因子が増大する状態に誘導するための誘導情報を生成する、
上記（１）に記載の画像表示装置。
（４）画像を表示する画像表示部をさらに備え、
　前記提示部は、前記画像表示部に前記誘導情報を表示させる、
上記（１）に記載の画像表示装置。
（５）前記提示部は、前記画像表示装置を頭部又は顔部に装着したユーザーの視界の画像
と重ね合わせて、前記画像表示部に前記誘導情報を表示させる、
請上記（４）に記載の画像表示装置。
（６）前記提示部は、環境から受ける影響が低減又は増大する状態に誘導する方向を示す
誘導情報を、ユーザーの視界の画像と重ね合わせて前記画像表示部に表示させる、
上記（５）に記載の画像表示装置。
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（７）前記状態情報取得部は、前記画像表示装置又は前記画像表示装置を装着するユーザ
ーの現在の状態情報を取得し、
　前記環境情報取得部は、状態情報が変化する度に、前記画像表示装置又は前記画像表示
装置を装着するユーザーの環境情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、現在時刻までの所定の期間に取得した環境情報に基づいて誘導
情報を生成する、
上記（１）に記載の画像表示装置。
（８）前記状態情報取得部は、前記画像表示装置本体又は前記画像表示装置を装着したユ
ーザーの現在の位置又は姿勢に関する状態情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、異なる位置又は姿勢で前記環境情報取得部が取得した環境情報
に基づいて、現在の位置又は姿勢における誘導情報を生成する、
上記（１）に記載の画像表示装置。
（９）前記状態情報取得部は、前記画像表示装置本体又は前記画像表示装置を装着したユ
ーザーの現在の位置又は姿勢、温度に関する状態情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、異なる位置又は姿勢、又は異なる温度で前記環境情報取得部が
取得した環境情報に基づいて、現在の位置又は姿勢における誘導情報を生成する、
上記（１）に記載の画像表示装置。
（１０）前記状態情報取得部は、所定の時間帯内で、前記画像表示装置又は前記画像表示
装置を装着するユーザーの現在の状態情報を取得し、
　前記環境情報取得部は、前記所定の時間帯内で状態情報が変化する度に、前記画像表示
装置又は前記画像表示装置を装着するユーザーの環境情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、環境情報に基づいて前記所定の時間帯内における誘導情報を生
成する、
上記（１）に記載の画像表示装置。
（１１）前記所定の時間帯以外では、前記画像表示装置内の少なくとも機能を停止させる
、
上記（１０）に記載の画像表示装置。
（１２）前記状態情報取得部は、前記画像表示装置本体又は前記画像表示装置を装着した
ユーザーの現在の位置又は姿勢、温度に関する状態情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、前記所定の時間帯内で、異なる位置又は姿勢、又は異なる温度
で前記環境情報取得部が取得した環境情報に基づいて、現在の位置又は姿勢における誘導
情報を生成する、
上記（１０）に記載の画像表示装置。
（１３）前記環境情報取得部が取得した環境情報を、取得時の状態情報と対応付けて環境
情報を記憶する記憶部をさらに備え、
　前記誘導情報生成部は、前記記憶部に記憶されている環境情報に基づいて誘導情報を生
成する、
上記（１）に記載の画像表示装置。
（１４）環境情報を提供する外部装置と通信する通信部をさらに備え、
　前記状態情報取得部は、前記通信部を介して外部装置から環境情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、前記通信部を介して取得した少なくとも１つの環境情報に基づ
いて誘導情報を生成する、
上記（１）に記載の画像表示装置。
（１５）前記外部装置は、他のユーザーが装着する他の画像表示装置又は画像表示装置以
外の情報端末、移動体装置に設置された情報端末、特定の場所に固定された情報端末、又
は、複数の情報端末で取得した環境情報を保持するサーバーのうち少なくとも１つを含む
、
上記（１４）に記載の画像表示装置。
（１６）前記誘導情報生成部は、前記画像表示装置を装着するユーザーが予定する経路を
含む２次元平面上に環境情報をマッピングして誘導情報を生成する、
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（１７）環境情報を提供する外部装置と通信する通信部をさらに備え、
　前記状態情報取得部は、前記通信部を介して外部装置から環境情報を取得し、
　前記誘導情報生成部は、前記通信部を介して取得した複数の地点の環境情報を２次元的
にマッピングした誘導情報を生成する、
上記（１６）に記載の画像表示装置。
（１８）前記誘導情報生成部は、前記経路上で環境情報を取得できない地点の環境情報を
補間処理する、
上記（１６）に記載の画像表示装置。
（１９）環境情報を取得する環境情報取得ステップと、
　状態情報を取得する状態情報取得ステップと、
　状態毎に取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて、環境から受ける影響が低減又
は増大する状態に誘導するための誘導情報を生成する誘導情報生成ステップと、
　前記誘導情報を提示する提示ステップと、
を有する画像表示方法。
（２０）環境情報を取得する環境情報取得部、
　状態情報を取得する状態情報取得部、
　状態毎に取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて、環境から受ける影響が低減又
は増大する状態に誘導するための誘導情報を生成する誘導情報生成部、
　前記誘導情報を提示する提示部、
としてコンピューターを機能させるようにコンピューター可読形式で記述されたコンピュ
ーター・プログラムを格納する記憶媒体。
（２１）状態毎の環境情報を提供する１以上の外部装置と、
　自ら取得し、又は、前記外部装置から取得した少なくとも１つの環境情報に基づいて、
環境から受ける影響が低減又は増大する状態に誘導するための誘導情報を生成して、提示
する、頭部又は顔部に装着型の画像表示装置と、
を具備する画像表示システム。
【符号の説明】
【０２００】
　１００…画像表示装置（透過型）
　１０１Ｌ、１０１Ｒ…虚像光学部、１０２…支持体
　１０３Ｌ、１０３Ｒ…マイクロフォン、１０４Ｌ、１０４Ｒ…表示パネル
　３００…画像表示装置（没入型）
　３０１Ｌ、３０１Ｒ…虚像光学部
　３０３Ｌ、３０３Ｒ…マイクロフォン、３０４Ｌ、３０４Ｒ…表示パネル
　３０５…眼幅調整機構
　５０１…制御部、５０１Ａ…ＲＯＭ、５０１Ｂ…ＲＡＭ
　５０２…入力操作部、５０３…リモコン受信部
　５０４…状態情報取得部、５０５…通信部、５０６…記憶部
　５０７…画像処理部、５０８…表示駆動部
　５０９…表示部、５１０…虚像光学部、５１２…外側カメラ
　５１３…音声処理部、５１４…音声入出力部
　５１５…外側表示部、５１６…環境情報取得部
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